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「西
九州新幹線」

早期実現を!早期実現を!



長崎へ 長崎へ 

現在ＪＲを利用して長崎に行く場
合、肥前山口経由で約１時間３０
分、早岐経由で１時間４０分時間
を要しています。西九州新幹線が
整備されれば（武雄温泉―諫早）武
雄と長崎が約３０分で結ばれ、長
崎への通勤・通学が可能になりま
す。さらに、新線が長崎まで整備
されれば、さらなるスピードアッ
プが図られます。 

肥前山口 武雄温泉 
佐世保 佐世保 

博多 

武雄温泉 武雄温泉 

新大村 新大村 

唐津 唐津 

鹿島 

未
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早岐 

諫早 諫早 

嬉野温泉 嬉野温泉 

長崎 長崎 

新大村 

現在肥前山口経由 
約1時間30分 現在早岐経由 

約1時間40分 

長崎まで新線が 
整備されれば 新線区間（66㎞） 

早岐 早岐 

新線区間（45㎞） 
200㎞／h

武雄温泉－諫早間 
整備後 

在来線区間（25㎞） 
130㎞／h

空港へ 空港へ 
新幹
線・特

急上
下9
6本
 

新
幹
線
64
本 

福岡空港 
列車の運行本数の増加により、
福岡空港を利用する場合さら
に便利になります。「飛行機を
降りて、博多駅に着いたら５
分前に特急が出発していた・・・」
こんな事ありませんか？列車
の運行本数が増加すれば、待
合時間が解消され時間の有益
な活用が図られます。 

長崎空港 
諫早まで新線が整備
されることで、武雄
温泉―大村間は約
10分でつながります。 
新大村駅が空港の近
くに設置される予定
であり、さらに長崎
空港へのアクセスが
良くなります。 

並行在来線の地域振興策の一環で国道４９８号、有
明海沿岸道路の整備促進が提案されています。 
現在、車で佐賀空港に行く場合、車の混み具合によ
っては、１時間３０分近く時間がかかることがあり
ます。国道４９８号、有明海沿岸道路が整備されれば、
約４０分で佐賀空港へ行くことができます。 

佐賀空港 

西九州新幹線建設の財源は「国の公共事業費」、 
「既設新幹線譲渡収入」※、「地方公共団体負担金」です。 
西九州新幹線建設財源の大きな柱である「既設新幹線 
譲渡収入」は、新幹線整備以外に使うことはできませ 
ん。 

西九州新幹線が整備されなければ、 
その財源が、北海道、東北、北陸 
新幹線に充てられるだけです。 

※「既設新幹線譲渡収入」＝国が東海道、山陽、東北（東京～ 
　盛岡）及び、上越新幹線をJRに譲渡（平成3年10月）した 
　際の代金の一部です。毎年724億円が現在の新幹線整備 
　費に充てられています。 

新幹線営業路線 

西九州新幹線 

新幹線工事着工路線 

整備計画路線 

博多 

武雄温泉武雄温泉 
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九
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私
た
ち
の
住
む
武
雄
市
に
は
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
地
域
活
性
化
の
試
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
法
律
や
手
続
き
上

の
規
制
な
ど
で
、
実
現
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、「
構
造
改
革

特
区
」と
い
う
制
度
で
す
。 

 

こ
の
制
度
を
使
っ
て
、
地
域
や
企
業
の
秘
め
た
力
を
社
会
に
役
立
て
、
更
に
住
み
や
す
い 

武
雄
市
を
作
っ
て
行
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

『
構
造
改
革
特
区
』の
提
案
募
集 

　
　
　
　
及
び
事
前
相
談
の
実
施
の
お
知
ら
せ 
『
構
造
改
革
特
区
』の
提
案
募
集 

　
　
　
　
及
び
事
前
相
談
の
実
施
の
お
知
ら
せ 

国
の
規
制
が
、
地
域
性
や

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な

く
な
っ
て
、
経
済
活
動
の
妨
げ

と
な
っ
て
い
る
場
合
、
個
人
、

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
自
発
的
発

案
に
よ
り
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
規
制
の
特
例
措
置
を
導
入

す
る
特
定
の
地
域（
特
区
）を
設

け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
国
の
規

制
を
緩
和
し
て
地
域
の
特
性
に

あ
っ
た
地
域
限
定
の
規
制（
ル
ー

ル
）に
改
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
構
造
改
革

特
別
区
域
計
画
を
作
成
し
、
内

閣
総
理
大
臣
に
対
し
認
定
申
請

を
行
い
、
認
定
を
受
け
れ
ば
特

区
が
誕
生
し
ま
す
。 
 

現
在
ま
で
に
実
現
し
た
特

区
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
か
？ 

武
雄
市
で
の
特
区
の
認
定

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
国

各
地
で
特
区
と
な
っ
た
事
例
を

紹
介
し
ま
す
。 

    

富
士
町
内
に
お
い
て
、
農
家

民
宿
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を

開
設
し
濁
酒
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
性
、
独
自
性
を

出
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

富
士
町
に
来
て
頂
い
た
お
客
様

が
町
内
農
家
と
一
緒
に
な
っ

て
、
富
士
町
の
農
業
を
育
て
て

い
け
る
よ
う
な
交
流
を
行
い
お

互
い
が
ふ
る
さ
と
を
再
発
見
で

き
る
よ
う
な
特
区
と
す
る
。 

【
規
制
緩
和
の
特
例
措
置
】 

　
農
家
民
宿
に
お
け
る
簡
易
な

消
防
用
設
備
等
の
容
認 

 

農
家
民
宿
等
に
お
け
る
濁
酒

の
製
造
免
許
の
要
件
緩
和 

    
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
住
民

意
識
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
と
流
通

構
造
の
変
化
に
よ
る
既
存
商
店

街
の
衰
退
に
対
し
、
北
九
州
市

で
は
地
域
通
貨
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
よ
る
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な

中
、
地
域
通
貨
の
通
貨
印
刷
回

数
が
減
る
こ
と
に
よ
る
発
行
コ

ス
ト
の
低
減
や
地
域
通
貨
の
有

効
期
間
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
に

よ
る
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
通
貨
発
行
主
体
の
よ
り
安
定

し
た
事
業
展
開
が
可
能
と
な

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活

発
化
、
さ
ら
に
は
地
域
経
済
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。 

【
規
制
緩
和
の
特
例
措
置
】 

　「
地
域
通
貨
」を
発
行
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
へ
の
事
前
登
録
要
件
の

緩
和 

    

先
進
事
例
と
同
様
の
特
区

の
認
定
を
受
け
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？ 

す
で
に
認
め
ら
れ
、
実
施

さ
れ
て
い
る
事
例
と
同
様

の
規
制
緩
和
の
場
合
、
み
な
さ

ま（
市
民
）か
ら
の
要
望
が
あ
れ

ば
、
武
雄
市
の
判
断
で
特
区
の

認
定
申
請
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
認
め
ら
れ

た
特
区
に
つ
い
て〈
構
造
改
革
特

別
基
本
方
針
別
表
１
〉に
リ
ス
ト

化
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
参
考

に
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。 

※
構
造
改
革
特
別
基
本
方
針
別

表
１
は
　
　
　
　
　
　
　
　

http://w
w
w
.kantei.go.jp/jp/si

ngi/kouzou2/index.htm
l

で

確
認
で
き
ま
す
。 

先
進
事
例
以
外
に
も
、
私

の
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

（
企
業
）
で
地
域
の
た
め
に
な
る

ア
イ
デ
ア
が
あ
る
が
？ 

武
雄
市
企
画
課
や
佐
賀
県

政
策
監
グ
ル
ー
プ
で
相
談

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で

随
時
連
絡
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
内
閣
官
房
構
造
改
革

特
区
推
進
室
で
は
、
提
案
募
集

に
先
立
ち
、
４
月
１４
日
ま
で
提

案
の
事
前
相
談
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
　
　
　
　
　
　
　

http://w
w
w
.kantei.go.jp/singi/

kouzou2/osirase/060228/060
228bosyu.htm

l

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

  

●
問
合
せ
先
　 

 

武
雄
市
企
画
課 

　
℡ 

０
９
５
４ 

２３ 

９
３
２
５ 

　
佐
賀
県
政
策
監
グ
ル
ー
プ 

　
℡ 

０
９
５
２ 

２５ 

７
５
４
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 【
縦
覧
で
き
る
場
所
】 

 

山
内
町
内
の
土
地
・
家
屋
に 

　
つ
い
て
は
　
← 

山
内
支
所
市
民
環
境
課
税
務
係 

 

北
方
町
内
の
土
地
・
家
屋
に

　
つ
い
て
は
　
← 

北
方
支
所
市
民
環
境
課
税
務
係 

 

右
記
以
外
の
土
地
・
家
屋
に

　
つ
い
て
は
　
← 

武
雄
市
役
所
税
務
課
課
税
係 

※
旧
市
町
ご
と
の
縦
覧
と
な
り

　
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

　
い
。 

   【
縦
覧
で
き
る
帳
簿
】（
記
載
事
項
） 

○
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿 

土
地
の
所
在
・
地
番
・
地
目 

地
積
・
価
格 

○
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿 

家
屋
の
所
在
・
家
屋
番
号
・

種
類
・
構
造
・
床
面
積
・
価
格 

 

す
べ
て
の
土
地
ま
た
は
家
屋

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

指
定
し
て
い
た
だ
い
た
地
番
付

近
の
価
格
等
を
縦
覧
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。（
非
課
税
・
課

税
免
除
・
免
税
点
未
満
の
物
件

は
除
か
れ
て
お
り
ま
す
。
） 

 
い
ず
れ
に
も
個
人
情
報
保
護

の
た
め
、
所
有
者
名
・
納
税
義

務
者
名
は
、
記
載
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。 

【
縦
覧
で
き
る
方
】 

○ 

固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
方 

 

た
だ
し
、
土
地
に
対
す
る
固

定
資
産
税
の
み
納
税
さ
れ
て
い

る
方
は
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の

み
納
税
さ
れ
て
い
る
方
も
、
土

地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
縦
覧
で

き
ま
せ
ん
。 

【
縦
覧
で
き
る
期
間
】 

○
平
成
１８
年
４
月
３
日（
月
）か

　
ら
６
月
３０
日（
金
）ま
で 

 

土
曜
・
日
曜
・
祝
休
日
を
除

　
く
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後

　
５
時
ま
で 

 

【
縦
覧
の
申
込
み
に
必
要
な
も
の
】 

○
納
税
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
書
類 

 

納
税
通
知
書
や
課
税
明
細
書

ま
た
は
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
・
健
康
保
険
証
等
） 

【
縦
覧
の
手
数
料
】 

○
縦
覧
の
期
間
中
は
無
料
で
す
。 

 

た
だ
し
、
コ
ピ
ー
等
の
交
付

は
で
き
ま
せ
ん
。 

《
注
意
》 

・
代
理
人
が
申
し
込
む
場
合
は
、

委
任
状
及
び
身
分
証
明
書
が

必
要
に
な
り
ま
す
。 

・
法
人
が
申
し
込
む
場
合
に

は
、
申
請
書
に
法
人
の
代
表

者
印
の
押
印
が
必
要
に
な
り

ま
す
。 

   ◎
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
に
つ
い
て
不
服
が

あ
る
場
合
は
地
方
税
法
第
４
３

２
条
の
規
定
に
よ
り
、
価
格
等

を
登
録
し
公
示
し
た
日 

　（
４
月
３
日
）か
ら
納
税
通
知

書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
６０
日

ま
で
の
間
に
お
い
て
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会（
事
務
局
総
務

課
行
政
係 

℡ 

２３ 

９
３
１
５
）に

審
査
の
申
し
出
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

　
武
雄
市
役
所
税
務
課
課
税
係 

　
℡  

２３ 

９
２
２
０ 

　
山
内
支
所
市
民
環
境
課
税
務
係 

　
℡  

４５ 

２
５
１
３ 

 

北
方
支
所
市
民
環
境
課
税
務
係 

　
℡  

３６ 

６
０
２
０ 

 
平
成

１８
年
度
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
４
月
３
日
よ
り 

固
定
資
産
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。 

教育委員会委員の選任等について 
 

教育委員会委員の選任等について 
 　平成１８年３月１日の市町村合併に伴い、武雄市教育委員会の委員が

選任されるとともに、委員長等が決まりましたのでお知らせします。 
 なお、在任については、市の設置後最初に行われる市長選挙後、 
最初に招集される議会の会期の末日までです。 

記 

１　教育委員会委員名 
 職　　　名 

委　員　長 

委員長職務代理者 

委　　　員 

委　　　員 

教　育　長 

氏　　　名 

大　石　隆　敬 

朝　重　節　男 

後　藤　明　子 

森　 　　昭　利 

庭　木　信　昌 

選任された日、定めた日 

平成１８年３月１日 

同　　上 

同　　上 

同　　上 

同　　上 
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武
雄
市
農
業
委
員
会
委
員

４８

人
が
３
月
１
日
に
決
ま
り
、
第

１
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
会

長
に
橋
口
春
俊
さ
ん（
朝
日
町
）、

会
長
職
務
代
理
者
に
は
田
代
恒

彦
さ
ん（
山
内
町
）が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。 

 

今
回
の
委
員
は
、
市
町
村
合

併
に
伴
う
在
任
特
例
が
適
用
さ

れ
る
公
選
委
員
４５
人
と
選
任
委

員
３
人
で
構
成
さ
れ
、
任
期
は

平
成
１８
年
７
月
１９
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。 

 

農
業
委
員
は
、
農
地
に
関
す

る
相
談
や
農
業
振
興
に
つ
い
て

の
対
策
を
進
め
た
り
、
農
業
・

農
業
者
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な

問
題
・
課
題
に
対
応
し
ま
す
。 

   

農
業
委
員
及
び
担
当
地
区
（
敬

称
略
） 

●
公
選
委
員 

《
武
雄
・
橘
・
朝
日
地
区
》 

◇
富
永
茂
人（
川
良
） 

川
良
、
永
松
、
八
並
、
小
楠
、

昭
和
、
天
神 

◇
青
木
宏
之（
下
西
山
） 

下
西
山
、
武
雄
、
蓬
莱
町
、 

内
町
、
桜
町
、
西
浦
、
松
原 

◇
古
場
信
義（
溝
ノ
上
） 

　
溝
ノ
上
、
永
島
、
花
島 

◇
石
橋
　
雄（
沖
永
） 

沖
永
、
二
俣
、
鳴
瀬
、
釈
迦
寺 

◇
中
島
　
昇（
納
手
） 

納
手
、
片
白
、
南
片
白
、
大
日
、

小
野
原 

◇
池
田
正
人（
北
楢
崎
） 

北
楢
崎
、
南
楢
崎
、
上
野
、

潮
見 

◇
吉
川
幸
雄（
川
上
） 

 
黒
尾
、
繁
昌 

◇
中
尾
忠
良（
甘
久
） 

 

甘
久
、
高
橋 

◇
諸
岡
道
典（
中
野
） 

 

中
野
　
　
　 

 《
若
木
・
武
内
地
区
》 

◇
江
越
千
秋（
菅
牟
田
） 

菅
牟
田
、
中
山
、
御
所
、
永
野
、

川
内
、
附
防 

◇
山
田
良
蔵（
下
村
） 

下
村
、
川
古
山
中
、
上
宿
、 

皿
宿
、
原
、
黒
岩
、
百
堂
原
、

宿
、
本
部
山
中 

◇
宮
原
茂
利（
東
梅
野
） 

　
東
梅
野
、
梅
野
、
西
梅
野 

◇
青
廣
　
修（
西
真
手
野
） 

 

西
真
手
野 

◇
吉
岡
　
明（
柚
ノ
木
原
） 

 

柚
ノ
木
原
、
多
々
良 

◇
古
川
幸
典（
東
真
手
野
） 

 

東
真
手
野 

《
東
川
登
・
西
川
登
地
区
》 

◇
古
川
敏
弘（
宇
土
手
） 

 

宇
土
手 

◇
田
中
一
正（
内
田
） 

 

内
田
、
袴
野 

◇
福
田
喜
一（
北
永
野
） 

 

北
永
野
、
南
永
野 

◇
松
尾
　
重（
庭
木
） 

 

庭
木
、
弓
野
、
小
田
志 

◇
一
ノ
瀬
繁
喜（
高
瀬
） 

 

高
瀬
、
矢
筈
、
神
六 

 《
山
内
地
区
》 

◇
馬
場
建
夫（
宮
野
） 

 

水
尾
、
蜂
の
巣
、
宿
、
古
場
、

　
小
路 

◇
福
田
美
好（
永
尾
） 

 

永
尾 

◇
田
代
恒
彦（
立
野
川
内
） 

峠
、
大
切
、
板
ノ
川
内
、
狩
立
、

柳
原
、
山
口
、
辺
田
、
寺
の
下

東
、
寺
の
下
西 

◇
松
尾
竹
一（
船
の
原
） 

稗
田
古
門
、
山
仁
田
西
迎
、

下
山
小
川
内
、
上
戸 

◇
坂
口
明
弘（
下
黒
髪
） 

 

下
黒
髪 

◇
小
島
俊
行（
三
間
坂
） 

岩
の
口
、
原
中
、
白
水
、 

網
土
原
、
駅
通 

◇
福
地
輝
雄（
船
の
原
） 

船
の
原
下
、
柿
古
場
、 

中
通
辰
石
、
唐
原 

◇
中
島
文
雄（
大
野
） 

 

大
野 

◇
梶
原
幸
雄（
踊
瀬
） 
 

踊
瀬 

◇
多
久
島
重
忠（
立
野
川
内
） 

館
、
砂
古
、
平
野
原
、
山
下
、

白
岳
、
淵
の
上
、
徳
蔵
、 

久
保
田 

◇
大
宅
　
孝（
今
山
） 

 

今
山 

◇
坂
口
隼
人（
宮
野
） 

筒
江
、
赤
田
、
上
原
、
網
の
内
、

大
砂
古 

◇
平
山
忠
明（
鳥
海
） 

 

鳥
海 

◇
田
中
實
男（
三
間
坂
） 

津
々
良
、
山
浦
、
鶴
の
原
、

茅
場
上
、
茅
場
下
、
グ
ミ
ノ
木 

◇
福
田
哲
一
郎（
犬
走
） 

 

犬
走 

《
北
方
地
区
》 

◇
山
下
順
二（
東
宮
裾
） 

 

東
宮
裾 

◇
平
川
良
太
郎（
馬
神
） 

 

馬
神 

◇
真
崎
勝
士（
医
王
寺
） 

 

医
王
寺
、
芦
原 

◇
　
永
利
太（
木
ノ
元
） 

 

木
ノ
元
、
高
野 

◇
森
　
嘉
憲（
椛
島
） 

 
椛
島
　
　
　 

◇
上
瀧
　
豊（
永
池
） 

 

永
池
、
蔵
堂
、
大
渡 

◇
津
山
二
郎（
西
宮
裾
） 

 

西
宮
裾
、
杉
岳
、
白
仁
田 

◇
田
　
隆
子（
追
分
） 

 

追
分
、
掛
橋 

◇
江
口
ミ
キ
ヨ（
焼
米
） 

 

焼
米 

◇
相
原
経
憲（
久
津
具
） 

 

久
津
具 

●
選
任
委
員 

◇
松
尾
利
雄（
武
雄
町
上
西
山
） 

上
西
山
、
竹
下
町
、
新
町
、

本
町
、
宮
野
町
、
中
町 

◇
後
川
哲
次
郎（
北
方
町
北
方
） 

 

北
方 

◇
橋
口
春
俊（
朝
日
町
川
上
） 

 

川
上
、
北
上
滝
、
南
上
滝 

    

　
山
口
　
傳
次 

 

（
昭
和
８
年

１２
月
１
日
生
） 

 

　
西
川
登
町
大
字
神
六 

　
　
　
　
　
２
５
６
７
２
番
地 

　
蒲
地
　
義
浩 

 

（
昭
和

１０
年
５
月
３０
日
生
） 

 

　
山
内
町
大
字
三
間
坂
甲 

　
　
　
　
　
１
４
７
９
２
番
地 

（
委
員
長
） 

　
本
村
　
　
勝 

 

（
大
正

１４
年
４
月
２２
日
生
） 

 

　
北
方
町
大
字
大
渡 

　
　
　
　
　
３
４
８
２
番
地 

も
と  

む
ら
　
　
　
　
　 

ま
さ
る 

か
も   

ち
　
　
　 

よ
し 

ひ
ろ 

や
ま 

ぐ
ち
　
　   

で
ん   

じ 
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　昨年の県内の交通事故死者数は63名と前年より10名減少しましたが、65歳以上の高齢者が37名で6
割近くを占めています。 
 運転者は、歩行中の高齢者、通園（学）時の児童に配慮した運転をこころがけましょう。 
 二輪車や自転車の運転者は、二人乗り、傘差し、携帯電話使用などの危険性を理解し、交通ルールを
守り正しい利用をこころがけましょう。 
 交通事故発生時における被害の防止・軽減をはかるため、シートベルトとチャイルドシートの必要性
と着用効果を理解し、着用を徹底しましょう。 
 走行中における携帯電話等の使用による交通事故が依然として多く発生しています。運転中は携帯電
話等を絶対使用せず、安全運転にこころがけましょう。 
 なお、市では「交通事故のない明るく住みよいまち」の推進に向け、中心的な役割を担っていただく交
通安全指導員として、次の方を委嘱しております。任期は平成21年3月31日までです。（敬称略） 

　 運動のスローガン：守ろう交通ルール　高めよう交通マナー 
　  
  期間：平成18年4月6日（木）～4月15日（土） 

　 運動のスローガン：守ろう交通ルール　高めよう交通マナー 
　  
  期間：平成18年4月6日（木）～4月15日（土） 
≪運動の基本≫ 
 　子供と高齢者の交通事故防止 

≪運動の重点≫ 
 　1． 自転車の安全利用の推進  
 　2．  シートベルトとチャイルドシートの 
　　     正しい着用の徹底 
 　3． 携帯電話等の使用等による交通事故防止  
 　4．  二輪車の安全利用の推進 

「守ろうよ 小さなマナーと 大きな命」 「守ろうよ 小さなマナーと 大きな命」 「守ろうよ 小さなマナーと 大きな命」 

武　　雄　　町 
中　野　繁　治（八　並） 
宇津上　慶　子（桜　町） 
山　口　　司　（竹　下） 
中　島　　　盛（松　原） 
松　尾　弘　美（武　雄） 
木　下　雅　子（武　雄） 
杉　本　良　次（花　島） 
中　村　綾　子（上西山） 
齋　藤　萬佐統（下西山） 
中　野　文　雄（川　良） 
池　田　賢　一（川　良） 

橘　　　　　町 
岩　永　正　記（上　野） 
村　山　次　男（南片白） 
池　田　忠　孝（上　野） 
一ノ瀬　　進　（南片白） 

山　　内　　町 
浦　川　義　和（犬　走） 
梶　原　正　隆（踊　瀬） 
宮　西　正　則（永　尾） 
草　場　俊二郎（鳥　海） 
木　須　勇　治（鳥　海） 
下　平　寅　義（鳥　海） 
山　口　勝　明（三間坂） 
野　中　寛　人（三間坂） 
永　松　正　弘（三間坂） 
紺　谷　　豊　（三間坂） 
草　場　秀　人（三間坂） 
澤　井　富二郎（船の原） 
池　田　和　正（今　山） 
中　村　健　治（黒　髪） 
中　島　照　義（大　野） 
安　永　数　則（宮　野） 
前　田　和　宏（宮　野） 
山　口　　實　（立野川内） 
野　方　記　義（立野川内） 
平　方　徹　磨（立野川内） 

北　　方　　町 
森　　　隼　雄（永　池） 
池　田　正　義（北　方） 
宮　原　一　寿（焼　米） 
小　野　紀　男（医王寺） 
禿　井　隆　信（木の元） 
本　村　宏　紀（大　渡） 
古　井　克　幸（椛　島） 
宮　原　哲　哉（掛　橋） 
中　川　信　夫（木の元） 
吉　田　主　税（高　野） 
末　次　義　信（北　方） 
河内埜　　清　（芦　原） 
平　川　敏　彦（高　野） 

若　　木　　町 
緒　方　達　幸（附　防） 
松　尾　　進　（皿　宿） 
古　場　輝　章（　原　） 
江　越　千　秋（菅牟田） 

武　　内　　町 
松　尾　豊　治（西真手野） 
桑　原　眞茂留（柚木原） 
北　川　文　隆（西梅野） 
古　川　秀　文（東真手野） 

東　川　登　町 
原　口　輝　國（南永野） 
樋　渡　保　博（袴　野） 
深　山　　登　（宇土手） 
松　尾　雅　夫（宇土手） 
北　川　安　宏（内　田） 

西　川　登　町 
本　山　幸　雄（神　六） 
山　下　俊　彦（庭　木） 
樋　口　弘　幸（弓　野） 

朝　　日　　町 
野　田　利　之（中　野） 
馬　渡　　稔　（高　橋） 
小　山　秀　博（甘　久） 
山　口　博　幸（中　野） 
堀　　　　瑛　（甘　久） 
北　川　繁　人（川　上） 
山　口　富　弘（南上滝） 
内　田　正　秋（繁　昌） 
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保
険
金
等
の
請
求
の
た
め
と
し
て
、
窓
口
で
死
亡
届
書

の
写
し
の
請
求
が
あ
り
ま
す
が
、
届
書
に
は
戸
籍
に
記
載

さ
れ
な
い
個
人
の
秘
密
に
関
す
る
事
項
が
多
数
記
載
さ
れ

て
い
る
た
め
、
届
書
類
は
、
特
別
の
事
由
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
原
則
非
公
開
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 〈
特
別
の
事
由
に
よ
り
交
付
で
き
る
場
合
〉 

●
遺
族
年
金
の
請
求
の
た
め 

●
郵
便
局
の
簡
易
保
険
の
請
求
の
た
め 

　（
保
険
額
が
５
０
０
，０
０
１
円
以
上
の
も
の
、
５
０
０
，

　  

０
０
０
円
以
下
の
場
合
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
） 

●
法
令
に
よ
り
届
書
類
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

　
場
合
等 

 〈
必
要
な
書
類
等
〉 

●
請
求
に
こ
ら
れ
る
方
の
本
人
確
認
書
類 

　（
運
転
免
許 

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
） 

●
遺
族
年
金
の
請
求
の
場
合
は
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

　
の
通
知
文
書 

●
郵
便
局
の
簡
易
保
険
の
請
求
の
場
合
は
、
保
険
証
書 

●
請
求
者
の
認
印 

 

◎
本
庁
の
み
で
受
け
付
け
ま
す
。 

※
民
間
の
保
険
会
社
等
の
手
続
き
に
は
、
病
院
等
の
死
亡
診

　
断
書
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
市
民
課 

　
℡ 

０
９
５
４ 

２３ 

９
２
２
５ 
 

 

市
民
課
窓
口
係
か
ら
お
知
ら
せ 

 
市
民
課
窓
口
係
か
ら
お
知
ら
せ 

 

◆
入
居
資
格 

 

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
備
え

　
る
人 

▽
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

し
、
市
町
村
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
。 

▽
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

（
た
だ
し
、
６０
歳
以
上
の
人
な

ど
単
身
で
入
居
で
き
る
住
宅

も
あ
り
ま
す
。
） 

▽
所
定
の
収
入
基
準
に
適
合
す

る
。 

▽
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
。 

▽
公
営
住
宅
の
使
用
料
を
滞
納

し
て
い
な
い
。 

◆
申
込
方
法 

 

入
居
申
込
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
入
居
申
込
書
は
武
雄
市

建
設
課
及
び
各
支
所
建
設
課

に
備
え
て
い
ま
す
。 

◆
申
込
期
間 

　
４
月
１０
日（
月
）か
ら
１９
日（
水
）

　
ま
で 

※
申
込
期
間
終
了
後
も
随
時
受

付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
登
録

順
位
は
公
開
抽
選
で
決
定
し

た
最
下
位
の
次
か
ら
に
な
り

ま
す
。 

◆
入
居
順
位 

　
５
月
９
日（
火
）に
行
う
公

開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
災
害
な
ど
特
別
な
事

情
が
あ
っ
た
湯
合
は
順
位
が

変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

◆
有
効
期
限 

 

有
効
期
限
は
、
来
年
の
２
月

　
末
日
ま
で 

◆
申
込
・
問
合
せ
先 

　
武
雄
市
建
設
課 

　（
市
役
所
東
側
職
員
駐
車
場
内
） 

　
℡ 

２３ 

９
３
３
０ 

 

武
雄
市
山
内
支
所
建
設
課 

　
℡ 

４６ 

２
９
０
９ 

　
武
雄
市
北
方
支
所
建
設
課 

　
℡ 

３６ 

６
０
２
４ 

     

・
下
山
・
第
２
赤
尾 

　
・
下
西
山
・
山
下
・
和
田 

　
・
栗
原
・
甘
久
・
第
２
栗
原 

　
・
中
野
・
朝
日
・
第
２
山
下 

　
・
大
野
・
久
保
田
・
唐
原 

　
・
高
野
・
小
原
・
浦
田
・
西
杵 

  
右
記
住
宅
か
ら
３
住
宅
を
希

望
で
き
ま
す
。 

市
営
住
宅
入
居
補
欠
者
募
集 

 

入
居
補
欠
者
募
集
住
宅 

入
居
補
欠
者
募
集
住
宅 

武
雄
市

武
雄
市 

消
防
団
組
織

消
防
団
組
織 

武
雄
市

武
雄
市 

消
防
団
組
織

消
防
団
組
織 

武
雄
市 

消
防
団
組
織 

   

　
武
雄
市
、
山
内
町
、
北
方
町

の
合
併
に
伴
い
武
雄
市
消
防
団

の
組
織
及
び
設
置
区
域
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

武
雄
市
消
防
団 

　
団
　
長
　 

吉
原
　
武
藤 

　
副
団
長
　 

大
坪
　
正
和 

　
副
団
長
　 

山
口
　
法
義 

　
副
団
長
　 

末
藤
　
正
幸 

　
副
団
長
　 

川
口
　
正
憲 

 

分 

団 

名 

設  

置  

区  

域 

武
雄
町
　
　
全
域 

朝
日
町
　
　 

〃 

若
木
町
　
　 

〃 

武
内
町
　
　 

〃 

西
川
登
町
　 

〃 

東
川
登
町
　 

〃 

橘
　
町
　
　 

〃 

山
内
町
大
字
三
間
坂 

山
内
町
大
字
鳥
海 

山
内
町
大
字
犬
走 

山
内
町
大
字
宮
野 

山
内
町
大
字
大
野 

北
方
町
大
字
志
久 

北
方
町
大
字
大
崎 

北
方
町
大
字
大
渡 

北
方
町
大
字
芦
原 

第
１
分
団 

第
２
分
団 

第
３
分
団 

第
４
分
団 

第
５
分
団 

第
６
分
団 

第
７
分
団 

 

第
８
分
団 

 

第
９
分
団 

 

第
10
分
団 

第
11
分
団 

    

第
12
分
団 

 



福祉タクシー利用助成券交付のお知らせ 
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年金制度が 
　　変わります 

             

●
保
険
料
額
が
改
正
さ
れ
ま
す 

 

平
成

１８
年
４
月
か
ら
平
成
１９

年
３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
２
８
０
円
引
き
上
げ

ら
れ
、
月
額
１
３
，８
６
０
円
に

な
り
ま
す
。 

 

国
民
年
金
保
険
料
は
平
成

２９

年
度
ま
で
毎
年
度
２
８
０
円
引

き
上
げ
ら
れ
最
終
的
に
月
額
１

６
，９
０
０
円
と
な
る
予
定
で

す
。
こ
れ
は
、
年
金
を
支
え
る

力
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

た
め
の
も
の
で
す
。 

【
ご
参
考
】 

　
年
金
は
納
付
し
た
額
の
１
・
７

倍
以
上
と
な
り
ま
す
。 

 

基
礎
年
金
額
の
１
／
３
強
（
将

来
は
１
／
２
）
は
国
庫
負
担
で

す
。
今
後
も
保
険
料
の
改
定
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
庫

負
担
が
あ
る
こ
と
で
、
若
者
で

あ
っ
て
も
納
付
し
た
額
の
１.７
倍

以
上
の
年
金
が
受
け
取
れ
る
計

算
と
な
り
ま
す
。 

  ●
ご
存
知
で
す
か
？
学
生
納
付

　
特
例
制
度
！
そ
し
て
若
年
者

　
納
付
猶
予
制
度
！ 

 

２０
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
収
入

が
少
な
く
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
学
生

納
付
特
例
制
度
を
申
請
す
る
と

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。 

 

ま
た
、

３０
歳
未
満
の
方
で
あ

っ
て
、
本
人
と
配
偶
者
の
収
入

が
一
定
以
下
の
場
合
に
、
申
請

に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
制
度
の
申
請
を
行

わ
ず
保
険
料
が
未
納
の
ま
ま
だ

と
不
慮
の
事
故
等
に
よ
り
障
害

が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、

障
害
基
礎
年
金
等
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

   

学
生
納
付
特
例
・
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
は
、
市
役
所
健
康

増
進
課
・
各
支
所
福
祉
保
健
課

の
国
保
年
金
係
で
申
請
で
き
ま

す
。 

 

※ 

学
生
の
方
は
申
請
の
際
に

学
生
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 
 【

問
合
せ
先
】 

（
市
役
所
） 

　
健
康
増
進
課
国
保
年
金
係 

　
℡  

２３ 

９
１
３
５ 

（
山
内
支
所
） 

　
福
祉
保
健
課
国
保
年
金
係 

　
℡  

４５ 

２
９
０
６ 

（
北
方
支
所
） 

　
福
祉
保
健
課
国
保
年
金
係 

　
℡  

３６ 
６
０
２
１ 

 

国
民
年
金
な
ど
の
年
金
制
度
の
改
正
が
順
次

国
民
年
金
な
ど
の
年
金
制
度
の
改
正
が
順
次 

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
平
成
１８
年
４
月
か
ら
の
主
な
変
更
点
は
、

年
４
月
か
ら
の
主
な
変
更
点
は
、
次 

の
と
お
り
で
す
。

の
と
お
り
で
す
。 

国
民
年
金
な
ど
の
年
金
制
度
の
改
正
が
順
次 

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
１８
年
４
月
か
ら
の
主
な
変
更
点
は
、
次 

の
と
お
り
で
す
。 

国
民
年
金 

● 申請方法 
　手続きに必要なもの 
　　① 申請書（必ずご持参ください） 
　　② 手続きをする人の印鑑 
　　③ 該当する各手帳 
 

● 受付場所　 
　武雄市福祉課・山内支所・北方支所 
 

● 受付期間　 
　4月3日から随時受付を行います。 
 

● 問合せ先　 
　武雄市　   TEL ２３－９２３５ 
 山内支所   TEL ４５－２９０６ 
 北方支所   TEL ３６－６０２１ 

福祉タクシー利用助成券交付のお知らせ 
 
福祉タクシー利用助成券交付のお知らせ 
 　武雄市は、重度の障害を持つ人に次のような助成を行っております。 
 

  福祉タクシー利用助成券 
 重度の障害を持つ人に《福祉タクシー利用助成券》 
　を交付しています。 　 
 ◆対象者：①②③のいずれかに該当し、市内に 
　　　　　　住んでいる人 
　　　① 身体障害者手帳1級、または2級を持っている人 
 　　② 療育手帳Ａを持っている人 
 　　③ 精神障害者保険福祉手帳1級、または2級を持って 
 　　　 いる人 　 
 ◆助成額：年間　１万円 
 　　※ ただし、年度途中から該当となった場合は、月に 
 　　　 応じた額となります。 
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65歳以上の方(第１号被保険者)の 
介護保険料が決まりました。 

み

ん
なのあんしん

介護保険 

 
 
 
 
　杵藤地区では、第3期事業計画の中で制度の見直しを行い、平成18年度から3年
間の介護保険料額を設定させていただきました。介護保険料の上昇の要因として

は、居宅･施設サービス給付費の増大（前期と比較して約22％増、約399億円）、低所得者に対する補
足給付費の創設（約13.9億円）、高額介護サービス費の見直し（約5.9億円）、地域支援事業の新設（約
10.2億円）、第1期、第2期事業の財政安定化基金償還金の増大（約4.5億円、保険料として月額300円
上昇）等があげられます。住民のみなさまのご理解をお願いします。 

●介護サービスにかかる費用などに応じた、平成18年度～20年度の「基準額」は下記のとおりです。 

※1 老齢福祉年金　明治44年4月1日以前に生れた方などで、一定の所得がない方や、他の年金を受給できない方に支給される年金です。 
※2 合計所得金額　「所得」とは実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた額です。 
※3 激変緩和措置　平成16・17年度税制改正により住民税非課税者から課税者となり、所得段階が上がった方に対し 
　　　　　　　　　て保険料負担の急増を避けるため、平成18年度･19年度について緩和措置がとられます。 

●問合せ先　杵藤地区広域市町村圏組合　介護保険事業所　TEL 0954－69－8222 
　　　　　　（電話をおかけになるときは、市外局番（0954）からダイヤルしてください。）　 
　　　　　　武雄市役所健康増進課介護予防係　　TEL 23－9135　　　 
　　　　　　山内支所福祉保健課福祉係　　　　　TEL 45－2906 
　　　　　　北方支所福祉保健課福祉係　　　　　TEL 36－6021

「基準額」は所得段階の「第4段階」の額にあたります。その「基準額」をもとに、所得によって1～6段階の保険料に分かれます。 

杵藤地区の保険料基準額　������円（年額） 杵藤地区の保険料基準額　������円（年額） 

保険料基準額はこのようにして算出されます。 

× ÷ ＝ 杵藤地区で介護給付費 
などに係る費用 

65歳以上の方の 
負担金（19％） 

杵藤地区の65歳 
以上の方の人数 

基  準  額 
（年額） 

平成20年度 
保険料の調整率 
保険料（年額） 

平成19年度 
保険料の調整率 
保険料（年額） 

所得段階対象となる方 

生活保護受給者の方 
老齢福祉年金※1受給者で、世帯全員が住民税非課税の方 

世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年 
金収入額が80万円以下の方 

世帯全員が住民税非課税で、第２段階に該当しない方 

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課 
税の方 

税制改正に伴う第１・２段階からの激変緩和措置※3 
対象者 

税制改正に伴う第３段階からの激変緩和措置対象者 

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額※2が200万円未満 
の方 

税制改正に伴う第１・２段階からの激変緩和措置対象者 

税制改正に伴う第３段階からの激変緩和措置対象者 

税制改正に伴う第４段階からの激変緩和措置対象者 

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上の方 

第1段階 

第2段階 

第3段階 

 

第4段階 

 

 

第5段階 

 

 

第6段階 

基準額×0.5 

（������円） 
基準額×0.5 

（������円） 
基準額×0.75 

（������円） 
基準額×1.0 

（������円） 
基準額×0.83 

（����	�円） 
基準額×0.91 

（���
��円） 
基準額×1.25 

（������円） 
基準額×1.0 

（������円） 
基準額×1.08 

（����
�円） 
基準額×1.16 

（������円） 

基準額×0.66 

（������円） 
基準額×0.83 

（����	�円） 

基準額×0.75 

（������円） 
基準額×0.91 

（���
��円） 
基準額×1.08 

（����
�円） 
基準額×1.5 

（
	�	��円） 

平成18年度 
保険料の調整率 
保険料（年額） 
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身近で起きている消費者被害!身近で起きている消費者被害!

★★★ 催 眠 商 法 ★★★ 
～近くの会場に誘われ高額なふとんを買わされてしまった。～ 　 
①　車で近所をまわって声をかけ、個人の駐車場や民家を借りて商品の無料配布（例：栄養ドリンク
剤）や大安売りを始める。 
②　最後の方で、20万円のふとんを勧められ、持ち合わせがなかったので5万円内金を支払い、ふと
んを購入してしまった。 

★★★ 未 公 開 株 の 勧 誘 ★★★ 
～一流企業の未公開株が近々上場するので、必ず儲かるから購入しないかと電話がかかってきた。～ 　 

◆ こんなケースも… 
・不意に誘われるため、現金の持ち合わせがない場合は、預金口座の解約に業者がついてきたり、
クレジット契約を勧められる。 
・公的な会場を使ったり、勧誘した客が数人集まったところでその客の家で始めることもある。 

◆ 被害を防ぐポイント 
・無料・大安売りにつられない。 
・その場の雰囲気につられない。 
・安易に場所を貸さない。 

◆ もし、契約後に解約したいと思ったら… 
・契約書面受領日から8日間以内であれば、クーリング・オフ（ハガキによる無条件解約）ができま
す。 
・それ以降は、話し合いの解決になります。 

◆ 被害を防ぐチェックポイント 
・実在しているか？勧誘してきた会社、勧誘対象の未公開会社が実在しているか？ 
　⇒法務局の商業登記簿の閲覧により確認！ 
・未公開株の売買の営業ができるのは、金融庁から「証券業の登録」を受けている証券会社や発行会社
だけ! 
　⇒金融庁のホームページ「免許・登録を受けている業者一覧」をチェック 

◆ 投資勧誘についての問合せは… 
金融庁　金融サービス利用者相談室　TEL 03－5251－6811

◆ 投資トラブルに会わないための大原則！！ 
1．「うまい話はない!」と認識すること 
　世の中そんなうまい話はありません。電話や訪問販売での勧誘は最初から断りましょう。 

2．理解できない金融商品やサービスには手を出さないこと! 
　分からないことは、分かるまで聞きましょう。聞いても分からないときは契約しないようにしまし
ょう。 

3．法的規制を確認すること 
　業者がその金融商品取引に必要な許認可を持っているか、信用性を確認しましょう。 
　また、その商品の法的根拠も確認しましょう。 

◆ 相談窓口は… 
市役所　本庁総務課行政係　TEL 23－9315（専門相談員による相談日　毎週月曜） 
　　　　山内支所総務課　　TEL 45－2511（専門相談員による相談日　毎月第4木曜） 
　　　　北方支所総務課　　TEL 36－2511（専門相談員による相談日　毎月第2木曜） 
 
　※　相談に来られる場合は、契約書やパンフレットなどをお持ちください。 

＜武雄市消費生活相談の受付事例より＞ 



�� ����� ����	
 ���
�	���

ご
寄
付 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

〜 

社
会
福
祉
協
議
会 

〜 

（
敬
称
略
） 

      

武
雄
町 

 

樋
渡
　
　
始
（
上
西
山
、亡
母
、シ
マ
） 

 

山
田
　
房
代
（
永
島
、亡
夫
、一
男
） 

 

江
　
　
安
郎
（
川
良
、亡
母
、ヒ
サ
エ
） 

 

川
内
　
幸
雄
（
川
良
、亡
母
、シ
ゲ
子
） 

 

牟
田
　
　
晃
（
下
西
山
、亡
長
男
、厚
） 

橘
　
町 

 

石
橋
　
善
久
（
沖
永
、亡
妻
、フ
ミ
子
） 

 

村
島
　
光
行
（
小
野
原
、亡
妻
、峯
子
） 

 

諸
隈
　
吉
信
（
納
手
、亡
長
男
、聡
） 

 

北
川
　
安
洋
（
納
手
、亡
母
、ハ
ツ
ノ
） 

朝
日
町 

 

下
平
　
明
美
（
甘
久
、亡
母
、キ
ク
エ
） 

 

荒
川
フ
ヂ
ノ
（
高
橋
、亡
夫
、武
） 

若
木
町 

 

藤
川
　
友
治
（
川
内
、亡
母
、ヨ
シ
ト
） 

武
内
町 

 

木
須
　
満
枝
（
東
梅
野
、亡
夫
、義
勝
） 

 

古
川
　
　
恵
（
多
々
良
、亡
父
、八
郎
） 

 

松
尾
　
年
行
（
西
梅
野
、亡
母
、ユ
イ
） 

 

山
口
　
高
輝
（
東
真
手
野
、亡
母
、ユ
キ
） 

西
川
登
町 

 

大
宅
　
敏
美
（
矢
筈
、亡
父
、九
助
） 

山
内
町 

 

山
田
　
鉄
男
（
踊
瀬
、亡
父
、保
） 

 

坂
口
　
俊
輔
（
今
山
、亡
妻
、恭
子
） 

 

松
尾
　
　
弘
（
宮
野
、亡
母
、チ
セ
） 

 

多
久
島
　
覚
（
立
野
川
内
、亡
母
、ト
ク
） 

 

草
場
　
正
行
（
鳥
海
、亡
母
、サ
ダ
） 

 

多
久
島
清
二
（
白
岳
、亡
母
、ヨ
シ
エ
） 

北
方
町 

 

田
中
　
幹
也
（
西
杵
、亡
父
、勝
弘
） 

 
　
２
月
15
日
受
付
分
ま
で 

武
雄
町 

 

山
田
　
克
康
（
花
島
、亡
義
母
、中
川
ア
ヤ
子
） 

 

中
村
　
健
一
（
竹
下
町
、亡
母
、ハ
ル
子
） 

 

青
木
　
徳
史
（
花
島
、亡
父
、忠
則
） 

 

松
尾
　
茂
樹
（
宮
野
町
、亡
母
、ミ
サ
子
） 

 

原
　
　
綱
彦
（
川
良
、亡
母
、ヨ
シ
ノ
） 

 

小
島
　
和
久
（
下
西
山
、亡
母
、ミ
ヤ
子
） 

 

川
副
　
一
喜
（
川
良
、亡
母
、ヒ
デ
） 

 

埋
ノ
江
厚
子
（
中
町
、亡
義
母
、ヨ
シ
ノ
） 

朝
日
町 

 

松
尾
　
吉
松
（
高
橋
、亡
妻
、靖
子
） 

若
木
町 

 

音
成
　
利
光
（
上
宿
、亡
母
、マ
ツ
ヨ
） 

 

山
口
　
良
子
（
皿
宿
、亡
夫
、鶴
雄
） 

 

久
保
ヨ
シ
子
（
下
村
、亡
夫
、忠
男
） 

武
内
町 

 

青
木
由
美
子
（
西
真
手
野
、亡
夫
、保
孝
） 

 

浦
郷
　
松
司
（
東
梅
野
、亡
父
、篤
） 

 

熊
野
　
幸
枝
（
東
梅
野
、亡
夫
、喜
友
） 

東
川
登
町 

 

平
石
　
冬
野
（
袴
野
、亡
夫
、秋
吉
） 

 

南
　
タ
ツ
ヨ
（
袴
野
、亡
夫
、武
弘
） 

 

山
口
マ
サ
エ
（
内
田
、亡
夫
、幸
敏
） 

 

松
尾
シ
ズ
子
（
袴
野
、亡
夫
、徳
次
郎
） 

 

山
田
　
ス
ギ
（
南
永
野
、亡
夫
、義
美
） 

 

松
尾
　
敏
弘
（
内
田
、亡
母
、芙
蓉
） 

 

田
中
ア
イ
子
（
袴
野
、亡
夫
、登
） 

西
川
登
町 

 

山
田
　
明
子
（
小
田
志
、亡
夫
、春
男
） 

山
内
町 

 

松
井
　
君
江
（
宮
野
、亡
夫
、政
義
） 

 

松
尾
　
宏
徳
（
今
山
、亡
母
、テ
ル
ヨ
） 

 

杉
光
　
俊
子
（
三
間
坂
、亡
夫
、正
次
） 

 

松
尾
　
幸
雄
（
三
間
坂
、亡
母
、ア
サ
ノ
） 

　
永
尾
ノ
ブ
エ（
船
ノ
原
、亡
夫
、忠
） 

北
方
町 

 

東
島
　
サ
エ
（
大
渡
、亡
夫
、大
四
郎
） 

 

上
村
　
ス
ミ
（
高
野
、亡
夫
、二
郎
） 

 

大
川
内
健
次
（
白
仁
田
、亡
父
、高
一
） 

 

角
　
　
政
之
（
北
方
、亡
母
、ツ
ヨ
） 

　
　
　
３
月
15
日
受
付
分
ま
で 

標
準
小
作
料
を
定
め
ま
し
た 
標
準
小
作
料
を
定
め
ま
し
た 

 

 
 

◆
田
の
Ａ
地
区
　 

・
基
盤
整
備
地
区
及
び
基
盤
整

備
地
区
に
準
じ
る
平
坦
部
の

比
較
的
生
産
性
の
高
い
地
区 

・
１
８
，
０
０
０
円 

◆
田
の
Ｂ
地
区
　
　 

・
Ａ
地
区
以
外
の
地
区 

・
１
１
，
０
０
０
円 

   

◆
田
の
Ａ
地
区 

・
圃
場
整
備
済
地
区 

・
１
４
，
５
０
０
円 

◆
田
の
Ｂ
地
区 

・
Ａ
地
区
、
Ｃ
地
区
を
除
く
地

区 

・
１
０
，
０
０
０
円 

◆
田
の
Ｃ
地
区 

・
犬
走
地
区（
山
口
・
神
山
・
上

戸
・
陣
） 

・
三
間
坂
地
区（
見
上
げ
・
七

鴫
・
ヒ
ジ
ノ
谷
・
代
良
・
大

平
・
古
宮
の
下
・
清
水
・
坂

の
下
・
津
々
良
・
宮
の
上
） 

・
船
の
原
地
区（
黒
牟
田
・
上

平
・
西
ノ
久
保
・
砂
原
・
狩

祭
田
・
柚
釣
坊
・
平
古
場
・

焼
林
・
峡
谷
・
深
谷
・
片
ハ

エ
・
境
野
・
戸
川
） 

・
今
山
地
区（
八
谷
・
谷
頭
・
本

谷
） 

・
宮
野
地
区（
黒
尾
岳
・
大
砂
） 

・
２
，
０
０
０
円 

◆
畑 

・
旧
山
内
町
の
全
区
域 

・
２
，
０
０
０
円 

 

   

◆
田
の
Ａ
地
区
　 

・
志
久
地
区（
国
道
３４
号
よ
り
南

で
六
角
川
ま
で
の
地
域
） 

・
大
崎
地
区（
国
道
３４
号
よ
り
南

で
旧
武
雄
市
境
ま
で
の
地
域
） 

・
橋
下
地
区（
平
坦
部
の
地
域
） 

・
２
７
，
０
０
０
円 

◆
田
の
Ｂ
地
区 

・
Ａ
地
区
・
Ｃ
地
区
以
外
の
地

区 

・
２
１
，
０
０
０
円 

◆
田
の
Ｃ
地
区 

・
杉
岳
・
白
仁
田
地
区
及
び
Ｂ

地
区
の
う
ち
圃
場
整
備
未
施

行
地
域 

・
１
５
，
０
０
０
円 

◆
畑   

・
旧
北
方
町
の
全
区
域 

・
１
０
，
０
０
０
円 

 

○
問
い
合
わ
せ
先 

 

農
業
委
員
会
事
務
局 

 

（
市
役
所
３
階
） 

　
℡ 

２３ 

９
２
４
５ 

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
第
２３
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
１８
年
度
か
ら
平
成
２０
年
度
ま
で
の
標
準
小
作
料
を
定

め
ま
し
た
。 

 

農
地
の
賃
貸
借
（
小
作
）
は
、
契
約
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
契
約
の
期
間
、
小
作
料
な
ど
を
明
記
し
た
契
約
を
結

ば
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

農
地
の
区
分
と

１０
ア
ー
ル
あ
た
り
の
標
準
小
作
料
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。 

武
雄
地
区  

（
旧
武
雄
市
の
区
域
） 

北
方
地
区  

（
旧
北
方
町
の
区
域
） 

山
内
地
区  

（
旧
山
内
町
の
区
域
） 



�
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
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�
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�
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�
�

�
�

�
�

�
�／
 

�
�／
 

  

人
権
相
談
 

法
律
相
談
 

公
証
相
談
 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
相
談
 

乳
幼
児
相
談
 

ポ
リ
オ
 

女
性
就
業
援
助
相
談
 

身
体
障
害
者
相
談
 

行
政
相
談
 

消
費
生
活
相
談
 

民
謡
教
室
 

謡
曲
教
室
 

山
内
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
 

ひ
ば
り
の
会
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
 

藤
泉
会
日
本
舞
踊
お
さ
ら
い
会
 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
 

将
棋
例
会
 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
 

巡
回
労
働
相
談
 

赤
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば
 

乳
幼
児
相
談
 

子
育
て
ひ
ろ
ば
 

3
歳
6
カ
月
児
健
診
 

法
律
相
談
 

子
育
て
ひ
ろ
ば
 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
 

女
性
就
業
援
助
相
談
 

吟
詠
教
室
 

乳
幼
児
相
談
 

ポ
リ
オ
 

弁
護
士
相
談
 

4
カ
月
児
健
診
 

女
性
就
業
援
助
相
談
 

吟
詠
教
室
 

お
ひ
ざ
で
よ
ん
で
 

1
歳
6
カ
月
児
健
診
 

歯
科
相
談
 

4
カ
月
児
健
診
 

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
 

お
ひ
ざ
で
よ
ん
で
 

3
歳
6
カ
月
児
健
診
 

歯
科
相
談
 

行
政
相
談
 

女
性
就
業
援
助
相
談
 

ポ
リ
オ
 

消
費
生
活
相
談
 

消
費
生
活
相
談
 

囲
碁
例
会
 

消
費
生
活
相
談
 

囲
碁
例
会
 

消
費
生
活
相
談
 

民
謡
教
室
 

謡
曲
教
室
 

 

ポ
リ
オ
 

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

藤
間
万
ゆ
会
お
さ
ら
い
会
 

図
書
館
お
は
な
し
会
 

昔
ば
な
し
の
会
 

図
書
館
お
は
な
し
会
 

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
 

図
書
館
お
は
な
し
会
 

昔
ば
な
し
の
会
 

図
書
館
お
は
な
し
会
 

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
 

「
子
ど
も
読
書
の
日
」 

ス
ペ
シ
ャ
ル
お
話
会
 

童
謡
・
唱
歌
を
歌
う
会
 

図
書
館
お
は
な
し
会
 

昔
ば
な
し
の
会
 

�
�

�
�／
 

�
�／
 

�
�／
 

�
�／
 



け
ん
こ
う
 

�
�
�
�
�
�

ぶ
 ん
 か
 

�
�
�
�
�
�
�

そ
う
だ
ん
 

�
	


�
�
�
�
�
�
�
	



い
 こ
 い
 



�
�
�

い
 く
 じ
 

�
�
�
�
�
�
�
�
�

第
１
回
前
節
 

（
Ｓ
級
シ
リ
ー
ズ
）
 

第
１
回
後
節
 

（
Ｆ
Ⅱ
）
 

1
2
日
 

1
3
日
 

1
4
日
 

1
9
日
 

2
8
日
 

1
8
日
 

2
1
日
 

2
6
日
 

1
8
日
 

2
6
日
 

5
日
 

2
0
日
 

2
5
日
 

2
7
日
 

1
2
日
 

1
3
日
 

文
化
会
館
 

山
内
保
健
セ
ン
タ
ー
 

北
方
保
健
セ
ン
タ
ー
 

医
師
会
検
診
セ
ン
タ
ー
 

山
内
保
健
セ
ン
タ
ー
 

医
師
会
検
診
セ
ン
タ
ー
 

医
師
会
検
診
セ
ン
タ
ー
 

山
内
保
健
セ
ン
タ
ー
 

医
師
会
検
診
セ
ン
タ
ー
 

山
内
保
健
セ
ン
タ
ー
 

医
師
会
検
診
セ
ン
タ
ー
 

北
方
保
健
セ
ン
タ
ー
 

医
師
会
検
診
セ
ン
タ
ー
 

医
師
会
検
診
セ
ン
タ
ー
 

医
師
会
検
診
セ
ン
タ
ー
 

医
師
会
検
診
セ
ン
タ
ー
 

受
付
 1
0：
0
0
 ～
 1
0：
3
0
 

受
付
 1
0：
0
0
 ～
 1
0：
3
0
 

受
付
 1
0：
0
0
 ～
 1
0：
3
0
 

受
付
 1
3：
3
0
 ～
 1
4：
0
0
 

受
付
 1
3：
3
0
 ～
 1
4：
0
0
 

受
付
 1
3：
3
0
 ～
 1
4：
0
0
 

受
付
 1
3：
3
0
 ～
 1
4：
0
0
 

受
付
 1
3：
3
0
 ～
 1
4：
0
0
 

受
付
 1
4：
1
5
 ～
 1
4：
3
0
 

受
付
 1
4：
1
5
 ～
 1
4：
3
0
 

受
付
 1
3：
4
5
 ～
 1
4：
1
5
 

受
付
 1
3：
4
5
 ～
 1
4：
1
5
 

受
付
 1
3：
4
5
 ～
 1
4：
1
5
 

受
付
 1
3：
4
5
 ～
 1
4：
1
5
 

受
付
 1
3：
4
5
 ～
 1
4：
1
5
 

受
付
 1
3：
4
5
 ～
 1
4：
1
5

相
談
を
希
望
す
る
乳
幼
児
 

  Ｈ
1
7
．1
2
月
生
 

Ｈ
1
7
．1
1
～
1
2
月
生
 

Ｈ
1
6
．9
月
生
 

Ｈ
1
4
．9
月
生
 

Ｈ
1
4
．8
～
1
0
月
生
 

フ
ッ
素
塗
布
を
希
望
す
る
幼
児
 

 生
後
3
ヵ
月
～
6
ヵ
月
未
満
 

 Ｈ
1
6
．1
2
～
Ｈ
1
7
．2
月
生
 

Ｈ
1
6
．3
～
Ｈ
1
7
．5
月
生
 

Ｈ
1
7
．6
～
8
月
生
 

Ｈ
1
7
．9
～
1
1
月
生
 

          （
2
3
－
9
4
2
5
へ
要
事
前
予
約
） 

（
当
日
8：
3
0
か
ら
受
付
、5
人
ま
で
） 

（
当
日
8：
3
0
か
ら
受
付
、7
人
ま
で
） 

2
6
日
 

1
0
日
 

1
1
日
 

1
1
日
 

7
日
 

3
、
1
0
、
1
7
、
2
4
日
 

2
7
日
 

5
、
1
2
、
1
9
、
2
6
日
 

4
日
 

1
2
日
 

1
3
日
 

4
日
 

2
1
日
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

山
内
支
所
相
談
室
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

山
内
支
所
相
談
室
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

9：
0
0
 ～
 1
2：
0
0
 

9：
0
0
 ～
 1
2：
0
0
 

1
3：
0
0
 ～
 1
5：
0
0
 

9：
3
0
 ～
 1
1：
0
0
 

1
0：
0
0
 ～
 1
6：
0
0
 

1
0：
0
0
 ～
 1
6：
0
0
 

1
0：
0
0
 ～
 1
6：
0
0
 

9：
0
0
 ～
 1
6：
0
0
 

9：
0
0
 ～
 1
2：
0
0
 

1
0：
0
0
 ～
 1
5：
0
0
 

1
3：
0
0
 ～
 1
6：
0
0
 

1
3：
1
0
 ～
 1
5：
4
0
 

9：
4
5
 ～
 1
4：
4
5

1
0：
0
0
 ～
 　
　
　
 

1
0：
0
0
 ～
 　
　
　
 

1
0：
0
0
 ～
 　
　
　
 

1
0：
0
0
 ～
 　
　
　
 

1
0：
0
0
 ～
 　
　
　
 

3
、
1
7
日
 

5
、
1
9
日
 

1
0
、
2
4
日
 

1
0
、
2
4
日
 

 6
日
 

日
　
輪
　
荘
 

日
　
輪
　
荘
 

日
　
輪
　
荘
 

日
　
輪
　
荘
 

日
　
輪
　
荘
 

文
化
会
館
和
室
研
修
室
 

文
化
会
館
和
室
研
修
室
 

文
化
会
館
軽
運
動
室
 

医
師
会
検
診
セ
ン
タ
ー
 

山
内
保
健
セ
ン
タ
ー
 

7
日
 

1
4
、
2
1
日
 

2
8
日
 

1
9
日
 

2
8
日
 

1
0：
0
0
 ～
 1
2：
0
0
 

1
0：
0
0
 ～
 1
2：
0
0
 

1
0：
0
0
 ～
 1
2：
0
0
 

1
3：
3
0
 ～
 

1
3：
3
0
 ～
 

乳
幼
児
相
談
 

  4
ヵ
月
児
健
診
 

 1
歳
6
ヵ
月
児
健
診
 

3
歳
6
ヵ
月
児
健
診
 

 歯
科
相
談
 

 Ｂ
Ｃ
Ｇ
 

 ポ
リ
オ
 

行
政
相
談
 

行
政
相
談
 

公
証
相
談
 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
相
談
 

巡
回
労
働
相
談
 

消
費
生
活
相
談
 

消
費
生
活
相
談
 

女
性
就
業
援
助
相
談
 

人
権
相
談
 

身
体
障
害
者
相
談
 

弁
護
士
相
談
 

法
律
相
談
 

法
律
相
談
 

囲
　
碁
　
例
　
会
 

吟
　
詠
　
教
　
室
 

民
　
踊
　
教
　
室
 

謡
　
曲
　
教
　
室
 

将
　
棋
　
例
　
会
 

赤
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば
 

子
育
て
ひ
ろ
ば
 

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
 

お
ひ
ざ
で
よ
ん
で
 

 　
　
 〃
 

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

山
内
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
ひ
ば
り
の
会
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
 

藤
泉
会
日
本
舞
踊
お
さ
ら
い
会
 

藤
間
万
ゆ
会
お
さ
ら
い
会
 

第
1
9
回
 童
謡
・
唱
歌
を
歌
う
会
 

 昔
ば
な
し
の
会
 

「
子
ど
も
読
書
の
日
」ス
ペ
シ
ャ
ル
お
話
会
 

図
書
館
お
は
な
し
会
 

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
 

 

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
 

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
 

 文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
 

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
 

山
内
町
公
民
館
  

 エ
ポ
カ
ル
武
雄
 

エ
ポ
カ
ル
武
雄
 

エ
ポ
カ
ル
武
雄
 

エ
ポ
カ
ル
武
雄
 

3
0
日
 

9
日
  

2
3
日
 

3
0
日
 

1
5
日
 

    
1
、
1
5
、
2
9
日
 

2
2
日
 

毎
週
土
曜
日
 

第
2
、
第
4
土
曜
日
  

1
3：
0
0
 ～
 1
5：
0
0
 

1
0：
0
0
 ～
 1
6：
0
0
  

1
2：
0
0
 ～
 1
5：
0
0
 

1
2：
3
0
 ～
 1
6：
0
0
 

1
3：
3
0
 ～
 

 
1
5：
1
0
 ～
 1
6：
0
0
 

1
3：
3
0
 ～
 （
3
0
分
×
3
部
構
成
） 

1
4：
3
0
 ～
 1
5：
0
0
 

1
0：
0
0
 ～
 1
4：
0
0
  

熊
本
Ｓ
級
（
Ｆ
Ⅰ
） 

ふ
る
さ
と
小
松
島
（
Ｇ
Ⅱ
） 

小
田
原
Ｓ
級
（
11
Ｒ
の
み
併
売
） 

西
武
園
記
念
（
Ｇ
Ⅲ
） 

高
知
記
念
（
Ｇ
Ⅲ
） 

川
崎
記
念
（
Ｇ
Ⅲ
） 
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男女がよきパートナーとして共に生きるために ������������������

◆応募資格…男女共同参画社会づくりに関心のある方で、市内在住または市内に勤務する 
　　　　　　20歳以上の人。   
◆募集人員…5名　   
◆主な内容…男女共同参画推進のための市民意識調査の調査項目や集計内容等を協議し、 
　　　　　　調査実施に協力する。（調査自体は、調査機関委託）　 
 　　　　　調査報告会に出席し、結果について市民への啓発にあたる。   
◆応募方法…氏名、住所、年齢、電話番号、性別、応募動機（百字程度）を添え、下記まで 
　　　　　　提出ください。   
◆応募締め切り･･･4月20日（木）   
◆申込み・問合せ先･･･企画部男女共同参画課 
 　　　　　　　　　（TEL ：23－9141  Fax：23－3816  Eメール：danjyo@city.takeo.lg.jp） 

※ 事業所アンケートについては男女共同参画市民会議調査部会で実施しました。 

　少子高齢化社会がますます進む中、男女が互いにその人

権を尊重し、責任も分かち合い、その個性と能力を発揮す

ることができる男女共同参画社会づくりは、新しい出発を

した、武雄市の大きなテーマです。 

 男女共同参画課では、本年度実施する意識調査の企画委

員を募集します。 

　新市発足に伴い、男女共同参画課が設置されました。（市役所本庁3階　電話23－9141） 
 男女共同参画に関する情報発信や、社会生活・家庭生活・地域生活などのあらゆる分野で、男女が性別
にかかわりなくその個性を十分発揮できる社会環境の整備を目指します。 
 日ごろ感じる男女の人権の問題や、意識の問題など、ぜひ皆様のご意見をお寄せください。 

企画部　男女共同参画課を設置 

ひと ひと 

　武雄市男女共同参画推進市民会議（庭木朝子会

長）から、市長に対し、男女共同参画推進のための

提言書が出されました。2002年に策定された「武

雄市男女共同参画計画～男女いきいきプラン～」に

沿って、行政との両輪で事業を進めてきた実績か

ら、新市においても住民と協同のまちづくりを提

唱し、新たな男女共同参画推進の出発、センター

の設置など具体的に3つの項目について15の提言が

まとめられています。 

 市では、今後、新しい男女共同参画計画を作り

事業を進めますが、この提言書は新市の指針になり、あらゆる分野での男女共同参画社会の実現に向けて

事業を進めて行きます。 
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ぴっかぴかの一年生!
 

新
一
年
生
の
入
学
を
待
ち
こ
が
れ
て
い
た
よ
う
に
春
の
花
が
一
斉
に
咲
き
始
め
る
四
月
。 

 

新
一
年
生
の
皆
さ
ん
も
、
そ
し
て
お
家
の
方
も
、
入
学
式
が
く
る
の
を
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

待
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
学
校
で
も
、
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
た
ち
が
、
ぴ
っ
か
ぴ
か
の

新
入
生
が
入
学
し
て
く
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。 

 

教
室
、
先
生
、
お
友
達
、
勉
強
と
、
小
学
校
へ
入
学
し
て
出
会
う
も
の
す
べ
て
が
は
じ
め
て
の

こ
と
ば
か
り
で
す
ね
。
入
学
し
て
す
ぐ
は
環
境
が
変
わ
っ
た
ば
か
り
で
、
心
も
体
も
く
た
く
た
で

帰
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
お
家
で
学
校
で
あ
っ
た
話
を
い
っ
ぱ
い
聞
い
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と
が
明
日
へ
の
心
と
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。 

あ  

明
日
の
学
習
準
備
は
寝
る
前
に 

い  

一
日
の
始
ま
り
、
朝
ご
飯
を
食
べ
る 

う  

う
ち
で
も
ど
こ
で
も
読
書
タ
イ
ム 

え  

選
ん
で
み
よ
う
テ
レ
ビ 

お  

お
や
す
み
な
さ
い
、
早
く
寝
よ
う 

 

★
元
気
の
基
本
は
や
は
り 

　
　
　
　
　
　
　
家
庭
生
活 

★
楽
し
い
学
校
生
活
を 

　
　
　
　
　
　
送
る
た
め
に 

             

「
頭
が
痛
い
で
す
」「
体
が
だ
る

い
で
す
。
休
ま
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
保
健
室
は
朝
か
ら
大
繁
盛
で

す
。
問
診
し
て
み
る
と
テ
レ
ビ

や
ゲ
ー
ム
を
し
て
寝
る
の
が
遅

か
っ
た
り
、
朝
ご
飯
を
食
べ
て

こ
な
か
っ
た
り
と
生
活
習
慣
が

乱
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
ん

な
子
ど
も
た
ち
は
、
少
し
ベ
ッ

ド
で
休
ま
せ
て
あ
げ
る
と
元
気

に
な
っ
て
教
室
へ
戻
っ
て
い
き

ま
す
。 

 

学
校
生
活
を
元
気
に
過
ご
す

た
め
に
は
や
は
り
、
家
庭
で
の

過
ご
し
方
が
基
本
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
東
川
登
小
学
校
で

取
り
組
ん
で
い
る『
家
庭
生
活
あ

い
う
え
お
』を
紹
介
し
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
と
お
家
の
方
と
い
っ

し
ょ
に
毎
日
点
検
し
て
い
ま
す
。

参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

                    

　
一
年
生
に
入
学
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
急
に
何
で
も
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
精
神

的
に
も
大
人
の
援
助
が
必
要
な

時
期
で
す
。
こ
ど
も
た
ち
は
た

く
さ
ん
話
し
た
が
っ
て
い
ま

す
。
忙
し
く
て
も
、
少
し
時
間

を
と
っ
て
、
話
を
聴
い
て
あ
げ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
た
く
さ
ん
ほ
め
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
学
校
は
集
団
生
活
の

中
で
い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ル
や
他

人
へ
の
思
い
や
り
の
心
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
体
験
の
場
で

す
。
そ
の
中
で
友
だ
ち
と
の
ト

ラ
ブ
ル
も
出
て
き
て
け
ん
か
し

た
り
も
し
ま
す
。
し
か
し
子
ど

も
た
ち
は
自
分
た
ち
で
仲
直
り

す
る
方
法
を
自
然
と
学
ん
で
い

き
ま
す
。
親
と
し
て
そ
の
姿
を

成
長
の
一
つ
と
し
て
見
守
っ
て

あ
げ
た
い
で
す
ね
。 

　
新
一
年
生
の
み
な
さ
ん
、
入

学
式
で
会
え
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
よ
。 

東川登小学校養護教諭 

　　　宮　園　美也子 
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　明治28年（1895年）5月5日に、佐賀～武雄間
の鉄道が開通し武雄駅が誕生しました。武雄市
図書館・歴史資料館では、このころにスポット
を当てた企画展を開催し、3月5日（日）にミニＳＬ
試乗会を行いました。試乗会には、親子づれな
ど約700人が参加。本物のＳＬと同じように蒸気
を立てて走る姿は、子供だけでなく大人達も夢
中になりました。 

　3月19日（日）へご山再生プロジェクトが、山
内町黒髪山の麓にリゾート開発中断で10年間放
置された山（通称へご山）で行われました。 
 時折小雨が降る中、385人のボランティアが
参加し、どんぐりやつつじなど苗木3000本を、
山肌がむき出しの約5000㎡のうち1000㎡に植
栽しました。 
 参加者は『この苗木が成長しやがて黒髪山のど
んぐりの森として再生してくれれば』と話してい
ました。 

　3月17日（金）市内の小学校で卒業式が行われ
ました。今回取材した北方小学校では、86人の
卒業生が在校生に拍手で迎えられ、体育館に入
場し校長先生から手渡しで卒業証書を受け取り
ました。最後に6年間過ごした北方小学校での思
い出を、一人ひとりが語りました。 
 武雄市立北方小学校として最初の卒業生であり、
今後自分の夢に向かって、進んでもらいたいも
のです。 

　3月12日（日）武雄高校吹奏楽部第30回定期演
奏会が文化会館大ホールにて行われました。　
今年で創立38年目となる吹奏楽部は、夏に行わ
れた第46回県吹奏楽大会で金賞に選ばれました。
定期演奏会は3部構成となっており、2部ミュー
ジカルハイライトでは誰もが知っているオズの
魔法使いなど会場を、楽しい雰囲気に和ませま
した。 
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おたんじょうおめでとう 

（
3
月
15
日
受
付
分
ま
で
） 

《
武
雄
町
》 

　
原
田
凌
久
斗  

　
大
島
　
ゆ
ず 

　
福
田
　
真
央   

　
原
田
か
さ
ね   

　
中
村
　
祐
大   

　
野
田
　
武
留  

《
朝
日
町
》 

　
中
島
　
　
旬   

　
草
場
　
　
優  

　
中
原
　
菜
摘   

　
平
山
　
零
士  

　
山
本
　
小
想   

　
馬
場
　
鈴
華 

《
武
内
町
》 

　
小
　
　
啓
誠   

　
大
宅
　
悠
介   

　
古
賀
　
菜
月  

　
大
宅
　
桃
香 

《
東
川
登
町
》 

　
北
川
　
柊
也 

《
西
川
登
町
》 

　
安
藤
　
肴
汰 

　
坂
口
　
琴
音 

《
山
内
町
》 

　
福
田
　
将
梧  

　
田
島
　
綺
音   

　
久
原
な
な
実 

《
北
方
町
》 

　
新
野
尾
　
舞   

　
川
　
日
菜
子   

　
江
島
　
胡
白   

　
江
頭
　
美
奈   

　
高
場
優
太
郎  

（
上
西
山
　
裕
介
・
瞳
） 

（
下
西
山
　
健
太
郎
・
み
ゆ
き
） 

（
下
西
山
　
嘉
勝
・
美
穂
） 

（
永
　
松
　
正
道
・
徳
子
） 

（
永
　
島
　
伸
也
・
み
す
え
） 

（
永
　
島
　
博
昭
・
宏
美
） 

 

（
甘
　
久
　
武
・
江
美
子
） 

（
南
上
滝
　
秀
二
・
瞳
） 

（
中
　
野
　
滋
敏
・
輝
子
） 

（
中
　
野
　
大
典
・
文
） 

（
川
　
上
　
淳
之
祐
・
里
美
） 

（
川
　
上
　
浩
史
郎
・
聡
子
） 

 

（
西
梅
野
　
利
彦
・
礼
子
） 

（
東
真
手
野
　
恒
文
・
さ
や
か
） 

（
東
真
手
野
　
浩
紀
・
紀
代
子
） 

（
柚
木
原
　
誠
司
・
尚
子
） 

 

（
内
　
田
　
博
之
・
加
奈
絵
） 

 

（
庭
　
木
　
裕
介
・
智
美
） 

（
弓
　
野
　
茂
樹
・
理
恵
） 

 

（
犬
　
走 

　
秀
樹
・
由
紀
子
） 

（
谷
川
内 

　
政
和
・
康
子
） 

（
白
　
水 

　
隆
宏
・
羊
有
子
） 

 

（
焼
　
米 

　
泰
宏
・
亜
紀
） 

（
高
　
野 

　
将
司
・
聡
子
） 

（
東
宮
裾 

　
悟
・
志
津
香
） 

（
永
　
池 

　
範
泰
・
優
子
） 

（
医
王
寺 

　
丈
博
・
百
合
子
） 

り
　
く
　
と
　
　

 

 

ま
　
お

 

 

ゆ
う
た

 

た
け
る

 

 

　
　
　
し
ゅ
ん 

　
　
　
ゆ 

う 

な
つ
み

 

れ
　
お

 

こ
こ
ろ

 

す
ず
か

 

 

け
い
せ
い

 

ゆ
う
す
け

 

な
つ
き

 

も
も
か

 

 

し
ゅ
う
　
や

 

 

こ
う
た

  

こ
と
ね

 

 

し
ょ
う
　
ご

  

あ
や
ね

 

 
 
 
 
 
 

　
み
　
　

 

 

　
　
ま
い

 

ひ
　
な
　
こ
　
　

 

こ
は
く

 

み
　
な

 

ゆ
う 

た 

ろ
う
　
　

 

歌舞伎へ行こう 
中
村
勘
九
郎
改
め 

十
八
代
目 

中
村
勘
三
郎 

襲
名
披
露 

六
月
博
多
座
大
歌
舞
伎 

　武雄市文化協会は平成５年まで、文化庁移動芸術祭
「松竹大歌舞伎」として歌舞伎をご提供してまいりまし
た。ですが、近年は諸般の事情でご提供することが困
難になっております。武雄市文化会館での開催は極め
て難しい状況にあります。そこで、武雄での開催をお
待ちいただいております「歌舞伎ファン」の皆様に、武
雄市文化協会の事業として博多座の歌舞伎を観劇する
ことをご提案いたします。定員が決まっております
が、ぜひ、ご参加いただきご堪能ください。 

実  施  日　平成１８年６月１７日（土）（夜の部　午後４時３０分開演を観劇） 
参  加  費　２５,０００円（Ａ席観劇券・弁当・バス代金・傷害保険料、税込。） 
募集定員　４５名（先着順で受付。定員になり次第受付終了。） 
申し込み受付開始　平成１８年４月１０日（月）午前９時 

※博多座歌舞伎入門「歌舞伎へ行こう」 
　（観劇お申し込みの方は、みなさまお集まりいただきます。） 
 実施 日　平成１８年６月３日（土）午前１０時から正午 
 場所　武雄市文化会館大集会室 Ａ 

●申し込み受付開始の日時より電話のみで受け付けます。 
●電話にてお申し込みを受付後、確認書を郵送いたします。 
●確認書お受け取り後１０日以内に参加費をご入金ください。 
　※入金方法は、確認書に記載します。 
●期日までにご入金が無い場合はキャンセルにさせていただきます。 
●博多座のお席は６月３日（土）に発表し、入場券は当日お渡しいたします。 
●入金後のキャンセルはご遠慮ください。 

お問合せ先　武雄市文化協会　TEL ２３－５１６６ 
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●と　　き　平成��年�月��日（日）、��日（日） 
●と こ ろ　唐津市・東松浦郡及び佐賀市内の各体育施設等 
●実施内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
●参 加 料　選手・監督一人につき���円（傷害保険料を含む） 
●申込期限　平成��年�月��日（月）まで 
●申 込 先　生涯学習課スポーツ振興係（文化会館内 ��-����） 
　　　　　　白岩体育館（ ��-����）または各町公民館まで 

第��回 第��回 

参 加 者 募 集 

（1）交流大会（2４種目） 
1. グラウンド・ゴルフ 
2. ゲ－トボ－ル 
3. 壮年サッカ－　 
4. ソフトバレ－ボ－ル 
5. 女子ソフトボ－ル 
6. ラ－ジボ－ル卓球    
7. タ－ゲットバ－ドゴルフ 
8. 男女混合綱引 

 （2）ニュ－スポ－ツ体験コ－ナ－（数種目を選定して実施する） 

 
17. トランポリン 
18. ペタンク 
19. オリエンテーリング 
20. ハイキング 
21. リズムダンス 
22. 3B体操 
23. ミニテニス 
24. よさこい  

 
  9. 年齢別テニス  
10. 年齢別ソフトテニス 
11. バウンドテニス 
12. 年齢別バドミントン 
13. 壮年ボウリング 
14. マスタ－ズ陸上競技 
15. インディアカ   
16. フォークダンス 
 

みんなのスポーツ みんなのスポーツ 

大　　　　　会　　　　　名 会　　　　場 

�月のスポーツカレンダー �月のスポーツカレンダー �月のスポーツカレンダー 
開　催　日 

4月  2日（日） 

4月  2日（日） 

4月  9日（日） 

4月  9日（日） 

4月12日（水） 

4月15日（土） 

4月15日（土） 

4月16日（日） 

4月16日（日） 

4月16日（日） 

4月22日（土） 

4月23日（日） 

4月23日（日） 

4月29日（土） 

4月29日（土） 

4月29日（土） 

4月30日（日） 

 

高校体育連盟バドミントン強化練習会 

軟式野球Ｃ級選手権 

高松宮杯二部予選 

武雄市ソフトテニス協会総会大会 

第7回全逓佐賀地区退職者グラウンドゴルフ大会 

第13回九州成年選抜野球大会予選 

選挙準備 

選挙開票 

会長杯争奪一般男子ソフトボール大会 

第13回九州成年選抜野球大会予選 

第1回武雄市グラウンドゴルフ協会大会 

武雄市消防団新入団辞令交付式（雨天時：体育館） 

九州ミニ国体予選 

武雄少年剣道錬成大会（高体連剣道強化練習会） 

ＳＧ旗中学生軟式野球大会 

第25回会長杯テニス大会（中学生の部） 

武雄少年剣道錬成大会 

 

白岩体育館 

白岩球場 

白岩球場 

天神崎テニスコート 

白岩競技場 

白岩球場 

白岩体育館 

白岩体育館 

白岩運動広場 

白岩球場 

白岩競技場 

白岩競技場 

白岩球場 

白岩体育館 

白岩球場 

天神崎テニスコート 

白岩体育館 
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武雄観梅グラウンド・ゴルフ大会に 
717名参加!

武雄観梅グラウンド・ゴルフ大会に 
717名参加!

武雄観梅グラウンド・ゴルフ大会に 
717名参加!

 3月5日（日）に白岩競技場で「第2回武雄観梅グラウンド・ゴルフ

大会」が開催されました。 

 この大会は、以前開催していました「武雄観梅健康ロ－ドレ－

ス大会」に替わるものです。参加者は県内各地から（遠くは鳥栖市

から）集まり、717名の参加があり、武雄市からも150名が参加。 

 競技は、4パ－トに分かれ各16ホ－ルで熱戦が繰り広げられま

した。 

 最後に、それぞれのパ－トで1位になった方だけで競技をして

いただき、武雄市橘町南片白の姉川隆次さん（85歳）がグランドチ

ャンピオンに輝きました。インタビューの中で「昨年、吉野ヶ里大

会で優勝し、今年も観梅大会で優勝ができたので大変うれしい！こ

れからも楽しくがんばるよ！」と笑顔で答えて下さいました。 

 新年度がスタ－トしました！ 

 初めて武雄市に住む人、社会人になった人、これからスポ－ツを始めたいと思っている

人、年齢・性別・体力に応じて楽しく汗を流しませんか！ 

 武雄市内で行なわれている各種のスポ－ツ団体を紹介します。 

【協会・連盟がある種目】 
 ★陸　上　　　　★サッカ－　　　★ラグビ－ 
　★軟式野球　　　★ゴルフ　　　　★テニス　 
　★ソフトテニス　★ゲ－トボ－ル　★バレ－ボ－ル　 
　★相　撲　　　　★弓　道　　　　★バドミントン　 
　★卓　球　　　　★銃剣道　　　　★剣　道　　　　 
　★射　撃　　　　★スキ－　　　　★パ－クゴルフ　 
　★ボウリング　　★綱　引　　　　★水　泳　　　　 
　★ソフトボ－ル　★柔　道　　　　★太極拳　　　　 
　★グラウンド・ゴルフ　　　　　　★バスケットボ－ル 
 
【その他の種目】 
 ★ダンス　　　　★ソフトバレ－ボ－ル 
　★ミニテニス　　　　 
　　などたくさんのサ－クルがあります。 

【お問い合わせ先】 
 （財）武雄市体育協会（白岩体育館 TEL 22－3227）にお尋ねください。 

第２回 
 

第２回 
 

みんなのスポーツ みんなのスポーツ 
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　【
お
酒
】（
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
）は
、

古
来
か
ら
、
世
界
中
の
人
々
に

愛
さ
れ
、
発
達
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
で
も「
酒
は
百
薬
の
長
」、

な
ど
と
も
言
わ
れ
、
人
間
関
係

を
円
滑
に
す
る
た
め
の
道
具
と

し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
一
方
で
、「
飲
み
す
ぎ
」が

体
の
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
に
悪
影

響
を
も
た
ら
す
こ
と
も
知
ら
れ

て
お
り
、「
お
酒
の
飲
み
す
ぎ
で

肝
臓
が
悪
く
な
る
」こ
と
は
、
１６

世
紀
に
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
皆
様
も

御
存
知
の
よ
う
に
、
現
代
に
お

い
て
も
、「
飲
み
す
ぎ
」で
健
康

や
人
間
関
係
に
問
題
が
起
こ
る

こ
と
は
、
け
っ
し
て
珍
し
い
こ

と
で
は
な
い
の
で
す
。 

 

１
日
平
均
１
２
０
ｇ
の
ア
ル

コ
ー
ル
摂
取
を
１５
年
間
続
け
る 

と
、
１０
〜
２０
％
の
人
が
肝
硬
変

と
な
り
、
１
６
０
ｇ
を
こ
え
る

飲
酒
を
２０
年
以
上
続
け
る
と
、

４０
〜
５０
％
の
人
が
肝
硬
変
に
な

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
女
性
の
場
合
は
男
性
に

比
べ
て
、
飲
酒
量
が
約
３
分
の 

２
、
常
習
飲
酒
の
期
間
が
１０
年

短
く
て
も
同
じ
よ
う
に
肝
硬
変

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す（
ち
な
み

に
、
ビ
ー
ル
中
び
ん
１
本（
５
０

０
ｍｌ
）に
は
２０
ｇ
、
日
本
酒
１
合

（
１
８
０
ｍｌ
）に
は
２２
ｇ
、
焼
酎 

（
２０
度
）１
合
に
は
２８
ｇ
、
ウ
イ

ス
キ
ー
の
ダ
ブ
ル
１
杯（
６０ 
ｍｌ
）

に
は
２０
ｇ
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
）。 

 

肝
臓
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、 

「
飲
ま
な
い
ほ
う
が
い
い
」に
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
自
分
で
は
、「
酒
な
ん
て
、

い
つ
で
も
止
め
よ
う
と
思
え
ば

止
め
ら
れ
る
」と
思
い
な
が
ら
今

日
も
飲
ん
で
い
る
、
そ
れ
を
繰

り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
ど
ん

ど
ん
肝
臓
が
悪
く
な
っ
て
し
ま

う
…
… 

 

そ
ん
な
あ
な
た
は
、
も
う
、 

「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
」に
な
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  

　
ま
ず
、
次
の
質
問
に「
は
い
／

い
い
え
」で
答
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。  

①
飲
酒
量
を
減
ら
さ
な
い
と
い

け
な
い
と
感
じ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？ 

②
他
人
か
ら
飲
酒
に
対
し
て
批

判
さ
れ
気
に
障
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？ 

③
飲
酒
に
つ
い
て
罪
の
意
識
を

感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？ 

④
二
日
酔
い
を
す
っ
き
り
さ
せ

る
た
め
に
迎
え
酒
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？ 

           

　
で
は
、「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

予
備
軍
」に
あ
て
は
ま
っ
た
方 

は
、
続
い
て
、
以
下
の
質
問
に 

「
は
い
／
い
い
え
」で
答
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。（
最
近
１
年
間
に

つ
い
て
で
結
構
で
す
） 

①「
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
飲
酒
へ
の
強
い
欲
望

や
強
迫
観
念
が
あ
り
ま
す

か
？ 

②
飲
み
は
じ
め
、飲
み
お
わ
り
、

お
酒
の
量
を
、
自
分
の
意
思

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

？ 

③
ア
ル
コ
ー
ル
を
止
め
た
り
、

量
を
減
ら
し
た
と
き
に
、
幻

覚
が
見
え
た
り
、
ひ
ど
く
イ

ラ
イ
ラ
し
た
気
分
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？ 

④
以
前
と
同
じ
だ
け
酔
う
た
め

の
お
酒
の
量
が
増
え
て
き
た

と
感
じ
ま
す
か
？ 

⑤
お
酒
を
飲
む
こ
と
以
外
の
趣

味
や
楽
し
み
に
関
心
が
な
く

な
り
、
お
酒
を
飲
ん
で
い
る

時
間
が
増
え
た
り
、
酔
い
が

さ
め
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す

か
？ 

⑥
明
ら
か
に
自
分
の
健
康
を
害

し
た
り
、
他
人
に
迷
惑
を
か

け
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て

い
る
の
に
、
お
酒
を
飲
み
続

け
て
い
ま
す
か
？ 

         

　
こ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
も

う「
自
分
の
意
志
の
力
」だ
け
で

は
飲
酒
習
慣
を
克
服
す
る
こ
と

は
不
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

精
神
科
な
ど
の
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
に
対
す
る
専
門
病
院
を
受
診

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

   

お
そ
ら
く
、
お
酒
を
飲
む
人

の
多
く
が
、
こ
の「
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
予
備
軍
」に
含
ま
れ
る
と

思
い
ま
す
。
で
は
、
先
ほ
ど
の「
予

備
軍
」が
、
完
全
な「
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
」に
な
っ
て
し
ま
う
前 

こ
れ
ら
の
4
つ
の
質
問 

の
う
ち
、「
は
い
」が
2
 

つ
以
上
あ
れ
ば
、「
ア
ル 

コ
ー
ル
依
存
症
予
備
軍
」 

で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
６
項
目
の 

う
ち
、
３
項
目
に
あ
て 

は
ま
る
場
合
は
、「
ア
ル 

コ
ー
ル
依
存
症
」と
診
断 

さ
れ
ま
す
。 

そんなに飲んで、大丈夫?
武雄市立武雄市民病院　 

 藤 本　   優　 
 内科医長〈肝臓・糖尿・代謝内科〉 
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に「
お
酒
を
止
め
る（
あ
る
い
は

控
え
る
）」に
は
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

実
際
は
、
完
全
な
「
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
」に
至
っ
て
い
な
く
て

も
、
長
年
染
み
付
い
た
飲
酒
習

慣
を
止
め
る
と
い
う
の
は
、
本

当
に
難
し
い
こ
と
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
た
だ「
も
う
止
め
る 

！
」と
宣
言
し
な
が
ら「
で
も
今

日
だ
け
は
…
」と
飲
み
続
け
て
い

る
人
は
、
ま
ず
、
次
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

 

本
当
に
小
さ
な
こ
と
の
積
み

重
ね
で
す
が
、
実
際
に「
お
酒
を

止
め
る（
減
ら
す
）」に
は
、
こ
う

い
う
小
さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね
が
、

最
も
効
果
的
で
す
。
そ
し
て
、

い
ち
ば
ん
大
事
な
の
は
、「
本
当

に
止
め
た
い
」と
い
う
意
志
の
力

な
の
で
す
。 

 

プ
ロ
野
球
の
楽
天
の
監
督
に

就
任
さ
れ
た
野
村
克
也
さ
ん
が
、

著
書
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
言

葉
を
引
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

●
心
が
変
わ
れ
ば
態
度
が
変
わ

る
。 

●
態
度
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変

わ
る
。 

●
行
動
が
変
わ
れ
ば
習
慣
が
変

わ
る
。 

●
習
慣
が
変
わ
れ
ば
人
格
が
変

わ
る
。 

●
人
格
が
変
わ
れ
ば
運
命
が
変

わ
る
。 

●
運
命
が
変
わ
れ
ば
人
生
が
変

わ
る
。 

 

ま
ず
は
、
「
こ
の
く
ら
い
飲
ん

で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」「
お
酒

を
飲
ま
な
い
と
、
付
き
合
い
が

悪
い
奴
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
」そ
ん
な
ふ
う
に
自
分
に

言
い
訳
を
し
て
し
ま
う「
心
」を

変
え
る
こ
と
、
そ
れ
が
、「
お
酒

と
上
手
に
つ
き
あ
う
」た
め
の
第

一
歩
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

① 

一
回
に
飲
む
量
を
減
ら
す
。 

　 

な
る
べ
く
ゆ
っ
く
り
飲
む 

 

② 

休
肝
日
を
つ
く
る 

 

　（
週
に
２
日
は
絶
対
に
飲
ま
な
い
よ
う
に
す
る
） 

 

③ 

ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
低
い
も
の
を
選
ぶ
よ
う
に 

　 

す
る 

 

④ 

お
酒
以
外
の
趣
味
を
作
る 

　（
ス
ポ
ー
ツ
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
） 

 

⑤ 

自
宅
に
酒
を
買
い
だ
め 

 

　
し
な
い 

 

⑥ 

飲
酒
量
を
毎
回
正
確
に 

　 

記
録
し
、日
記
に
つ
け
る 

 

⑦ 

周
囲
の
人
に
宣
言
し
、 

 

　
見
守
っ
て
も
ら
う
。 
 

【
課
長
代
理
級
】 

武
雄
保
育
所
長
＝
浦
谷
梢
▽
朝
日
保

育
所
長
＝
久
保
田
惠
美
子
▽
農
林
課

主
幹
＝
北
川
政
次 

【
係
　
長
　
級
】 

▽
総
務
課
付
・
係
長
待
遇
・
杵
藤
地

区
広
域
市
町
村
圏
組
合
派
遣
＝
伊
藤

真
由
美
▽
山
内
支
所
地
域
振
興
課
地

域
振
興
係
長
＝
馬
場
隆
▽
健
康
増
進

課
主
任
＝
大
渡
ル
リ
子
▽
健
康
増
進

課
主
任
＝
黒
尾
聖
洋 

【
吏
　
　
　
員
】 

総
務
課
付
・
杵
藤
地
区
広
域
市
町
村

圏
組
合
派
遣
＝
馬
場
真
嗣
▽
武
雄
保

育
所
＝
岩
瀬
加
奈
美
▽
武
雄
保
育
所

＝
杉
原
志
保
▽
朝
日
保
育
所
＝
中
村

千
鶴
▽
若
木
保
育
所
＝
八
田
桂
子
▽

都
市
計
画
課
付
・
佐
賀
県
派
遣
継
続

＝
毛
利
知
広 

【
技
能
労
務
職
】 

武
雄
保
育
所
調
理
員
＝
一
ノ
瀬
雅
子

▽
朝
日
保
育
所
調
理
員
＝
藤
瀬
智
茂

子
▽
朝
日
第
二
保
育
所
調
理
員
＝
三

ヶ
島
十
九
代
▽
若
木
保
育
所
調
理
員

＝
野
田
裕
子 

【
医
　
療
　
職
】 

市
民
病
院
看
護
部
門
主
任
看
護
師
＝

藤
原
智
美 

《
新
規
採
用
》 

市
民
病
院
診
療
部
門
放
射
線
科
医
長

＝
清
水
俊
寿
▽
同
内
科
医
師
＝
岡
本

淳
明
▽
同
外
科
医
師
＝
矢
ヶ
部
知
美 

※
市
民
病
院
看
護
部
門
に
つ
い
て
は

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

《
退
　
職
》 

【
部
　
長
　
級
】 

境
邦
治（
総
務
部
理
事
）▽
東
島
清
司（
建

設
部
理
事
） 

【
課
　
長
　
級
】 

草
場
工（
総
務
課
参
事
）▽
大
渡
正
之（
山

内
支
所
市
民
総
務
課
参
事
）（
山
内
支

所
市
民
環
境
課
参
事
）▽
大
宅
敏
治
▽

真
　
豊
子（
山
内
支
所
福
祉
保
健
課
参

事
）▽
山
領
好
郎（
山
内
支
所
建
設
課

参
事
）▽
松
尾
雅
利（
水
道
課
参
事
） 

【
課
長
代
理
級
】 

藤
田
綾
子（
武
雄
保
育
所
長
）▽
多
久

島
清（
会
計
課
山
内
分
室
主
幹
） 

【
係
　
長
　
級
】 

末
次
知
子（
武
雄
保
育
所
長
代
理
）▽

山
北
マ
ス
子（
山
内
支
所
産
業
課
副
主

幹
）▽
平
川
孝
司（
水
道
課
副
主
幹
）▽

坂
口
俊
子（
北
方
支
所
総
務
課
主
任
）

▽
小
ヶ
倉
と
よ
子（
同
主
任
） 

【
技
能
労
務
職
】 

富
永
房
雄（
総
務
課
技
術
員
）▽
東
島

恭
子（
武
雄
保
育
所
調
理
員
）▽
小
林

加
代
子（
朝
日
第
二
保
育
所
調
理
員
） 

【
医
　
療
　
職
】 

宇
都
宮
俊
徳（
市
民
病
院
副
院
長
）
▽

鮫
島
隆
一
郎（
同
診
療
部
門
外
科
医
長
）

▽
高
木
紀
人（
同
外
科
医
長
）▽
大
塚

由
紀
子（
同
内
科
医
師
）▽
白
石
良
介（
同

内
科
医
師
）▽
村
上
聡
一
郎（
同
外
科

医
師
）▽
山
口
健（
同
放
射
線
科
医
師
）

▽
溝
口
恵
美
子（
同
看
護
部
門
主
任
看

護
師
）▽
樋
口
香
代
子（
同
看
護
師
） 

市 

職 

員 

人 

事 

異 

動 

市 

職 

員 

人 

事 

異 

動 

市 

職 

員 

人 

事 

異 

動 

（
４
月
１
日
付
） 

（
３
月
31
日
付
） 
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健
康
づ
く
り
教
室
受
講
者
募
集 

市
民
農
園
オ
ー
ナ
ー
募
集 

六
角
川
　 

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集 

武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館 

（
エ
ポ
カ
ル
武
雄
）歴
史
資
料
係 

嘱
託
職
員
募
集 

   
　
市
で
は
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
運

動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
食
生
活
改
善

推
進
員
の
育
成
の
た
め
、
健
康
づ
く

り
教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
受
講

生
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

開  

講  

日
　 

　
５
月
25
日（
木
） 

開
催
回
数
　 

　
年
間
８
回（
木
曜
日
開
催
） 

 

５
月
か
ら
１
月
ま
で
月
に
１
回
ず
つ 

 

（
９
月
は
お
休
み
で
す
） 

受  

講  

料
　
無
　
料 

会
　
　
場
　
武
雄
市
文
化
会
館 

募
集
人
員 

　
30
名 

※
地
区
別
に
受
講
人
数
を
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

申
込
期
間 

　
４
月
３
日（
月
）〜
４
月
25
日（
火
） 

内
　
　
容 

 

栄
養
や
運
動
・
福
祉
・
環
境
な
ど

　
の
健
康
づ
く
り
全
般 

申
込
・
問
合
せ
先 

　
健
康
増
進
課
　
健
康
づ
く
り
係 

 

（
市
役
所
二
階
） 
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市
民
農
園
で
、
あ
な
た
の
好
き
な

花
や
野
菜
を
栽
培
し
て
、
自
然
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
収
穫
の
喜
び
を
味
わ

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

募
集
期
間
　
随
時 

区  

画  

数 

　
若
干（
１
区
画
／
15
㎡
） 

場
　
　
所 

　
武
雄
町
小
楠 

　（
西
部
家
畜
保
健
所
西
側
） 

使  

用  

料 

　
年
間
５
，１
０
０
円 

　（
１
区
画
あ
た
り
） 

申
込
・
問
合
せ 

　
農
林
課
農
政
企
画
係 
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資
　
　
格 

昭
和
41
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
学
芸
員
資
格
を
有
す
る

方 パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
、

日
本
史
に
興
味
の
あ
る
方 

募
集
人
員 

1
名（
平
成
18
年
5
月
2
日
採
用

予
定
） 

申
込
期
限 

　
4
月
21
日（
金
）必
着 

申
込
方
法 

左
記
書
類
を
そ
ろ
え
て
郵
送
ま
た

は
持
参
く
だ
さ
い 

・
履
歴
書（
市
販
の
Ａ
4
版
） 

・
学
芸
員
資
格
証
の
写
し 

・
次
の
テ
ー
マ
の
作
文（
Ａ
4
版

　
縦
書
き
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

　
3
枚
以
内
） 

 

　
「
親
し
み
や
す
い
資
料
館
づ
く
り
」 

《
面
接
試
験
》 

日
　
　
時 

　
4
月
25
日（
火
）午
後
1
時
30
分
〜

会
　
　
場 

　
武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館 

雇
用
期
間 

1
年
更
新
で
最
長
平
成
21
年
3
月

31
日
ま
で 

雇
用
条
件 

　
日
額
　
6
，3
6
0
円（
た
だ
し
、

　
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
） 
 

一
週
間
の
勤
務
時
間

40
時
間 

申
込
・
問
合
せ
先 

　
武
雄
市
武
雄
町
大
字
武
雄
5
3
0
 

　
4
番
地
1 

 

武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
（
エ

　
ポ
カ
ル
武
雄
） 
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国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
の
流
域

の
住
民
の
方
が「
川
」に
よ
り
親
し
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
河
川
愛
護
モ

ニ
タ
ー
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。 

 

六

角
川
沿
岸
に
お
住
ま
い
の
方
か
ら
、

一
般
公
募
に
よ
り
モ
ニ
タ
ー
1
名
を
募

集
し
ま
す
。　 

募
集
人
員
　 

上
野
橋
付
近
か
ら
六
角
川
河
口
堰

ま
で
の
区
間
で
5
キ
ロ
程
度
活
動

可
能
な
方
で
、六
角
川
流
域
か
ら

5
キ
ロ
以
内
に
在
住
の
方
か
ら
1

名
募
集 

任
　
　
期
　 

平
成
18
年
7
月
1
日
か
ら
平
成
19

年
6
月
30
日
ま
で 

募
集
期
間
　 

平
成
18
年
5
月
8
日（
月
）か
ら
平

成
18
年
5
月
22
日（
月
） 

活
動
内
容 

「
川
」に
関
し
て
日
常
気
付
い
た
こ

と
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を

報
告
し
て
い
た
だ
く
等
の
モ
ニ
タ

ー
活
動 

謝  

礼  

金
　
月
額
4
，5
8
0
円 

応
募
方
法 

官
製
は
が
き
、
F
A
X
又
は
E
メ

ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
希
望
の
活
動

範
囲
、「
川
」へ
の
感
想（
様
式
自

由
）を
記
入
の
上
、
下
記
ま
で
お

送
り
下
さ
い
。 

応
募
・
問
合
せ
先 

 

国
土
交
通
省 

　
武
雄
河
川
事
務
所
　
管
理
課 

 

〒
8
4
3
―

0
0
2
3 

　
武
雄
市
武
雄
町
大
字
昭
和
7
4
5 

 
 

0
9
5
4 
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0
9
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E
メ
ー
ル
　takeo@

qsr.m
lit.go.jp 

   
　
 



乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証 

を
お
持
ち
の
方
へ 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
国
保 

高
齢
受
給
者
証
・
老
人
医
療
受
給
者 

証
の
更
新
に
つ
い
て 

平
成
十
八
年
度 

水
質
検
査
計
画
の
公
表
に
つ
い
て 

人の動き 人の動き 

平成18年2月末現在 

会費：年額2,500円・趣旨・目的等 
賛同していただくと会員として登録されます。 

入会・お仕事の 
お申込みは 

武雄本部　　22-8711 
山内支部　　45-3449 
北方支部　　36-5646

（社）武雄市シルバー人材センター 入会・お仕事の 
お申込みは 

武雄本部　　22-8711 
山内支部　　45-3449 
北方支部　　36-5646

（社）武雄市シルバー人材センター 

●ちょっとしたお仕事や急を要する 
 お仕事など人手がほしい時は是非 
 お電話でお申し込みください。 

●入会説明会　4月13日（木）　1時30分～ 
　　　　　　　5月12日（金）　1時30分～ 
●会　　　場　武雄市勤労者福祉会館 

�� ����� ����	
 ���
�	���

    

　
４
月
の
保
険
料
の
納
付
日
は
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

納
付
期 

 

随
時
期
（
４
月
） 

納
付
書
払
い
の
納
期
限 

 

５
月
１
日 

口
座
振
替
の
口
座
引
落
日 

 

口
座
振
替
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

問
合
せ
先 

 

杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
　

　
介
護
保
険
事
業
所 

 
 

０
９
５
４ 

６９ 

８
２
２
２
 

 

   

　
市
民
の
皆
様
が
、
安
全
な
水
を
安

心
し
て
使
用
し
、
ま
た
飲
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
水
道
水
が
備
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
要
件
と
し
て
水
質
基
準

（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
一

〇
一
号
）が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

武
雄
市
水
道
課
で
は
、
水
質
検
査

の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
そ
の
透

明
性
を
確
保
す
る
た
め
に「
水
質
検

査
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
を
公
表
し
ま
す
。 

●
水
質
検
査
計
画
の
構
成
に
つ
い
て

　
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

一
、
基
本
方
針 

二
、
水
道
事
業
の
概
要 

三
、
原
水
及
び
浄
水
の
水
質
状
況 

四
、
検
査
地
点 

五
、
水
質
検
査
項
目
と
検
査
頻
度 

六
、
臨
時
の
水
質
検
査 

七
、
水
質
検
査
方
法 

八
、
水
質
検
査
計
画
及
び
結
果
の
　

　
　
公
表
に
つ
い
て 

九
、
水
質
検
査
の
精
度
と
信
頼
性
保

　
　
証
に
つ
い
て 

十
、
関
係
者
と
の
連
携 

●
閲
覧
方
法 

 
武
雄
市
役
所
情
報
管
理
課
の
情
報

閲
覧
コ
ー
ナ
ー
及
び
水
道
課
で
見
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。 

    

　
合
併
に
伴
い
、
山
内
町
及
び
北
方

町
の
方
は
住
所
の
表
示
が
変
更
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
費
負
担
者
番

号
も
一
つ
に
統
合
さ
れ
、
4
月
1
日

か
ら
は
旧
山
内
町
、
旧
北
方
町
の
受

給
資
格
証
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
合
併
前
に
旧

山
内
町
、
旧
北
方
町
で
受
給
資
格
証

の
交
付
を
受
け
て
い
た
方
に
つ
き
ま

し
て
、
新
し
い
受
給
資
格
証
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
を
受
診
さ

れ
る
際
は
、
新
し
い
受
給
資
格
証
を

提
示
の
上
、
発
行
機
関
が
武
雄
市
に

変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。 

 

な
お
、
旧
武
雄
市
で
2
月

28
日
ま

で
に
交
付
さ
れ
た
受
給
資
格
証
及
び

3
月
1
日
以
降
新
し
く
資
格
取
得
さ

れ
た
方
は
引
き
続
き
有
効
期
限
ま
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

問
合
せ
先 

　
福
祉
課
　
子
育
て
支
援
係 
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４
月
１
日
か
ら
、
新
し
い
被
保
険

者
証
等
に
更
新
し
ま
し
た
。（
３
月

下
旬
に
郵
送
済
）合
併
に
よ
り
、
す

べ
て
の
記
号
・
番
号
が
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
有
効
期
限
も
延
長
し
て
い

ま
す
の
で
、
医
療
機
関
に
か
か
る
場

合
は
、
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

古
い
保
険
証
等
は
、
ハ
サ
ミ
を
入

れ
る
な
ど
し
て
、
確
実
に
処
分
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
転
出
を
さ
れ

て
い
る
学
生
の
方
の
保
険
証
に
つ
い

て
は
、
郵
送
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

在
学
証
明
書
を
ご
持
参
の
う
え
、
再

度
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
せ
先 

 

健
康
増
進
課
　
国
保
年
金
係 
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武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
で

は
、「
新
武
雄
市
」の
発
足
に
伴
い
市

区
域
の
拡
大
に
対
応
し
、
図
書
館
業

務
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
4
月

7
日（
金
）よ
り
毎
週
金
曜
日
に
限
り

図
書
館
の
開
館
時
間
を
一
時
間
延
長

い
た
し
ま
す
。 

 

図
書
館
の
開
館
時
間
変
更
後
の
開

館
時
間
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
　

開
館
時
間 

 

図
書
館 

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
6
時 

　（
金
曜
日
の
み
午
後
7
時
ま
で
） 

 

歴
史
資
料
館 

　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時 

休
館
日 

図
書
館
・
歴
史
資
料
館
と
も
月
曜

日
、
第
三
木
曜
日
、
祝
日（
子
ど

も
の
日
・
文
化
の
日
を
除
く
） 

年
末
年
始〈
12
月
28
日
か
ら
1
月

4
日
〉・
特
別
館
内
整
理
日（
6
月

1
日
か
ら
10
日
間
以
内
） 

  

武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館 

（
エ
ポ
カ
ル
武
雄
）の
図
書
館
業
務
の 

開
館
時
間
の
延
長
に
つ
い
て 

介
護
保
険
料
納
付
日
の 

お
知
ら
せ 
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　国連ハビタット主催の「みんなでつくる災害に強い
「まち」絵画コンクール」に武雄市内の子どもたちも出
品し、多くが受賞しました。今回は、これらの作品
とアジア太平洋地域の子どもたちの作品を同時に展
示します。ぜひ、お誘い合わせご観覧ください。 

●会　期：平成18年4月15日（土）～5月7日（日） 
●休館日：月曜・祝日（子どもの日は除く）・第3木曜日 
●主　催：武雄市図書館・歴史資料館 
●共　催：国際ソロプチミスト佐賀西部 
　　　　　国際ソロプチミスト佐賀フレンズ 
●協　力：国連ハビタット福岡事務所 
●会　場：武雄市図書館・歴史資料館 企画展示室 
●観覧料：無　料 

主　催／山内町観光協会　　問合せ／武雄市役所山内支所 産業課商工観光係　ＴＥＬ 0954－45－2967主　催／山内町観光協会　　問合せ／武雄市役所山内支所 産業課商工観光係　ＴＥＬ 0954－45－2967

黒髪山山開き 黒髪山山開き 
一の鳥居（スタート） 
　　↓ 
カザハヤ峠展望所 
　　↓ 
不動寺前 
　　↓ 
黒髪山生活環境保全林 
　　↓ 
西光密寺（ゴール） 

一の鳥居（スタート） 
　　↓ 
カザハヤ峠展望所 
　　↓ 
不動寺前 
　　↓ 
黒髪山生活環境保全林 
　　↓ 
西光密寺（ゴール） 

一の鳥居（スタート） 
　　↓ 
カザハヤ峠展望所 
　　↓ 
不動寺前 
　　↓ 
黒髪山生活環境保全林 
　　↓ 
西光密寺（ゴール） 

登
山
登
山
コ
ー
ス 

登
山
登
山
コ
ー
ス 

登
山
コ
ー
ス 
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《
編
集
・
発
行
》
武
雄
市
総
務
部
情
報
管
理
課
（
市
役
所
3
階
TE
L 2
3
－
9
1
2
1
・
F
A
X
 2
3
－
3
8
1
6
）
　
《
印
刷
》
武
雄
印
刷
株
式
会
社
 

　
　
　
　
　
　
　
●
武
雄
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http：

//w
w
w
.city.takeo

.lg
.jp/ 　

●
E
-m
ailア

ド
レ
ス
　
takeo

@
city.takeo

.lg
.jp　

　
再
生
紙
利
用
 

※雨天時中止 ※雨天時中止 

※登山参加者には黒米餅とお茶を配布いたします（数量限定） ※登山参加者には黒米餅とお茶を配布いたします（数量限定） 

平成��年�月�日(土)  
① 受付 午前��時��分　② 出発 午前��時��分 

日 　時 

黒髪山登山道入口駐車場 
（一の鳥居駐車場） 

集合場所 

アジア太平洋地域の子どもたち 

みんなでつくる災害に強い「まち」絵画展 

黒髪山に登
ろう!!

黒髪山に登
ろう!!

参加無料 


